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「藝える」は「　　　」と読みます。「買上」は「かいあげ」と読みます。

今号は美術館で開催される『買上展』の特集です。藝大では「買

上」という言葉は特別の響きをもちます。それは各科が選定した卒業・修了制作の

最優秀作品、つまり他大学なら「首席で卒業」といった意味に近いものです。どれ

もがその時点では頂点ですが、しかし作家としての頂点とは違います。どれも成

長の過程であり人生の通過点です。まさにこれから世に出んとする若者の熱き独

創の連なりは、未来へつながる本学の歴史そのものです。『買上展』の取材を通して、

買上作品という教育研究資料を収蔵する本学美術館が担う特別な役割を明らかに

するとともに、美術館の先生方の仕事も少しばかり紹介します。つまり、買上展を

通じた美術館特集というのが隠れコンセプト──じっくりお読みください。

藤崎圭一郎／美術学部デザイン科教授・本誌編集長

うえる
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 特集

 『買上展』って
 なに？

藝大には、各科が選んだ卒業・修了制作の優秀作品を
買い上げる制度があります。大学美術館に収蔵されている

歴代の学生制作品は東京美術学校時代を含めて1万件以上にのぼります。
そのうち約100件の作品を厳選して展示する

「『買上展』藝大コレクション展 2023」。
美術館が総力を結集した、その舞台裏に迫ります。

大学美術館本館の収蔵庫扉の漆塗りは、
人間国宝の漆芸家である増村紀一郎名誉
教授の指揮によるもの。麻布に漆塗りの
技法で素地の布目が上品な艶を放つ。



レジェンドも、最先端も

 『買上展』が問いかけるもの
明治、大正、昭和のレジェンドたちの若き日の快作と

平成、令和の新鋭による最優秀作が肩を並べる空前絶後の『買上展』。
「カイアゲって、いったい何？」大丈夫、そこから始めます。

文＝大谷道子

［絵画］横山大観《村童観猿翁》1893年 絹本着色　110.5×180.5cm

［メディア映像］越田乃梨子《壁・部屋・箱 ―破れのなかのできごと》2008年 映像　24分　 ※［ ］内は当時の専攻名



［グローバルアートプラクティス］山口諒《白昼夢》2020年 映像 フレーム 蚊帳 スクリーン　180.0×200.0×200.0cm

［工芸］丸山智巳《千一夜》1992年 銅 鍛金　181.0×188.0×43.0cm

見よ、この振れ幅を。近代日本画の巨匠にし
て東京美術学校第１期生の横山大観が描いた
世界と、2000 年代を疾走する若きアーティ
ストの内なる世界が、芸術への志でつながる
藝大渾身の“蔵出し”コレクション展。

『買上展』藝大コレクション展 2023
会期：3月 31日～ 5月 7日　
開館時間：10:00 ～17:00（入館は16:30まで）
休館日：月曜日　※ 5月 1日（月）は開館
会場：東京藝術大学大学美術館 本館（上野）
料金：一般 前売 1100 円 当日 1200 円
大学生 前売 400 円 当日 500 円
高校生以下及び 18歳未満は無料
※障がい者手帳をお持ちの方（介護者 1名を
含む）は無料



　

想
像
す
る
。
描
く
。
つ
く
る
。
追
究
す
る
。
藝
大

と
い
う
学
び
舎
で
積
み
重
ね
ら
れ
る
営
み
の
な
か
で
、

日
々
、
新
し
い
ア
ー
ト
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
。

　

で
は
、
そ
れ
ら
作
品
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？

　

そ
れ
は
見
た
人
の
心
の
な
か
に
…
…
と
い
う
自
明

は
さ
て
お
き
、
今
回
は
〝
も
の
〞
と
し
て
の
作
品
の

お
話
。
一
度
か
た
ち
に
な
っ
た
作
品
は
、
処
分
さ
れ

る
ま
で
は
こ
の
世
に
物
質
と
し
て
存
在
し
続
け
る
。

作
者
の
元
に
留
め
置
か
れ
る
も
の
、
寄
贈
さ
れ
る
も

の
、
市
場
で
売
買
さ
れ
る
も
の
…
…
あ
り
方
、
行
く

末
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
美
術
館
に

収
蔵
さ
れ
、
保
存
、
展
示
さ
れ
る
」
作
品
が
あ
る
。

　

大
学
美
術
館
の
総
力
で
挑
む
異
色
企
画

　

我
ら
が
藝
大
に
も
あ
る
の
で
す
よ
、
大
学
美
術
館
。

上
野
校
地
の
本
館
と
昭
和
4
（
1
9
2
9
）
年
竣
工

の
陳
列
館
、
日
本
間
の
あ
る
正
木
記
念
館
、
そ
し
て

茨
城
県
の
取
手
校
地
に
平
成
6
（
1
9
9
4
）
年

に
開
館
し
た
取
手
館
と
、
全
4
館
の
ア
ー
ト
の
殿
堂
。

そ
こ
に
は
、
藝
大
の
前
身
・
東
京
美
術
学
校
が
明
治

20
（
1
8
8
7
）
年
に
設
立
さ
れ
る
前
か
ら
蒐

し
ゅ
う

集し
ゅ
うさ

れ
て
き
た
3
万
件
以
上
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
大
学
美
術
館
で
定
期
的
に
行
わ

れ
る
藝
大
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
展
で
展
示
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
春
、

本
館
で
は
大
学
美
術

館
史
上
初
の
規
模
で

の
大
収
蔵
品
展
が
開

催
さ
れ
る
。
題
し
て

「『
買
上
展
』
藝
大
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
2
0

2
3
」。
買
上
？
と

い
う
と
、
あ
の
〝
お

買
い
上
げ
〞
と
関
係
が
あ
り
ま
す
か
？

「
ま
さ
に
そ
の
〝
買
い
上
げ
〞
で
す
ね
。
戦
後
、
藝

大
が
卒
業
、
修
了
制
作
の
最
優
秀
作
品
を
買
い
上
げ

て
収
蔵
し
て
き
た
の
が
買
い
上
げ
制
度
。
今
回
の
展

覧
会
で
は
、
1
万
件
を
超
え
る
作
品
群
の
な
か
か
ら

約
1
0
0
件
を
展
示
し
ま
す
」

　

そ
う
答
え
た
の
は
、
本
展
覧
会
の
企
画
者
で
あ
る

大
学
美
術
館
の
古
田
亮
教
授
。
近
代
日
本
美
術
史
を

専
門
に
、『
琳
派
R
I
M
P
A
』（
東
京
国
立
近
代

美
術
館
・
04
年
）、『
揺
ら
ぐ
近
代
』（
同
・
07
年
）

な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
＆
フ
ォ
ー
マ
ル
な
展
覧
会
は
も

ち
ろ
ん
、「
夏
目
漱
石
」「
幽
霊
」「
香
り
」
と
い
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
切
り
口
の
展
覧
会
を
世
に
送
り
出
し
て

き
た
敏
腕
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
取
材
時
は
開
幕

ま
で
お
よ
そ
ひ
と
月
半
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
、
観
客

を
魅
了
す
る
展
示
が
さ
ぞ
着
々
と
…
…
と
思
い
き
や
、

そ
の
貌か

お

に
は
な
ん
と
な
く
苦
悶
の
色
が
。

「
最
初
は
各
科
か
ら
1
点
ほ
ど
作
品
を
選
ん
で
『
買

い
上
げ
っ
て
制
度
が
あ
る
ん
で
す
よ
』
と
い
う
紹
介

を
、
く
ら
い
の
話
だ
っ
た
の
が
、
学
内
か
ら
意
外
な

ほ
ど
の
強
い
強
い
期
待
を
受
け
ま
し
て
、
そ
れ
に
応

え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
…
…
」

　

教
授
の
苦
悶
の
正
体
を
探
る
前
に
、
ま
ず
は
大
学

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
と
「
買
上
」
に
つ

大学美術館教授

古田亮　ふるた・りょう

東京藝術大学美術学部芸術学科卒業、美術研究
科芸術学博士課程中退。東京国立博物館、東京
国立近代美術館勤務を経て大学美術館勤務、
2021年より現職。サントリー学芸賞を受賞し
た『俵屋宗達　琳派の祖の真実』など著書多数。
博物館学課程の科目に加え、美術学部で「日本
美術史特講・演習Ⅱ」の講義を担当。
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い
て
お
さ
ら
い
し
て
お
こ
う
。
日
本
画
、
木
彫
、
彫

金
、
漆
工
の
4
つ
の
領
域
で
ス
タ
ー
ト
し
た
東
京
美

術
学
校
が
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
の
は
、

1
3
0
年
前
の
明
治
26
（
1
8
9
3
）
年
。
第
1

期
生
に
は
の
ち
に
日
本
画
の
大
家
と
な
る
横
山
大
観
、

下
村
観
山
な
ど
錚そ

う

々そ
う

た
る
メ
ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
た

が
、
明
治
期
か
ら
し
ば
ら
く
の
卒
業
生
の
作
品
は
、

す
べ
て
が
美
術
館
の
前
身
で
あ
る
文
庫
（
組
織
的
に

は
図
書
館
の
一
部
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
西
洋
画
科
、
図
案

科
、
塑
造
科
（
の
ち
に
木
彫
科
と
合
体
）
と
新
科
が

増
設
さ
れ
生
徒
数
が
増
加
。
当
然
、
収
蔵
作
品
の
数

も
増
え
て
い
く
。
そ
の
影
響
か
ら
か
、
日
本
画
科
は

大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
の
卒
業
生
以
降
は
、
選
抜

さ
れ
た
優
秀
作
の
み
が
収
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
が
買
い
上
げ
制
度
の
原
型
で
、
現
在
は
日
本

画
、
油
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
、
先

端
芸
術
表
現
、
美
術
教
育
、
文
化
財
保
存
学
な
ど
学

部
・
修
士
課
程
全
12
科
の
作
品
が
買
い
上
げ
の
対
象

に
。
平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
開
設
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ア
ー
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
専
攻
（
G
A
P
）
か
ら

も
作
品
が
買
い
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
大
学

院
映
像
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
、
さ
ら
に
は
音

楽
学
部
作
曲
科
の
優
秀
作
品
の
楽
譜
も
…
…
と
実
に

幅
広
い
。

　

と
こ
ろ
で
、「
買
上
」

と
呼
ぶ
か
ら
に
は
、
作
者

に
は
代
金
も
支
払
わ
れ
る
。

作
品
の
大
小
、
形
状
に
か

か
わ
ら
ず
、
30
万
円
。
物

価
変
動
に
よ
る
価
格
の
変

更
は
な
し
。
こ
れ
を
妥
当

と
取
る
か
安
い
と
取
る
か

は
見
解
が
分
か
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
美
術
館
に

収
蔵
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
作
品
が
公
共
物
と
な

り
美
術
史
の
一
部
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
半
永
久
的

に
保
存
さ
れ
、
後
の
世
の
多
く
の
人
々
に
鑑
賞
さ
れ

る
機
会
を
得
る
こ
と
を
思
え
ば
、
腑
に
落
ち
よ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
一
度
買
い
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
作
者

で
あ
っ
て
も
「
家
に
飾
り
た
い
」
な
ど
の
理
由
で
取

り
戻
す
こ
と
は
不
可
。
ま
た
、
藝
大
出
身
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
略
歴
に
「
○
年
度
買
上
賞
」
と
い
う
記
述

が
た
び
た
び
見
ら
れ
る
が
、
買
上
賞
と
い
う
賞
自
体

は
存
在
せ
ず
、
作
者
に
は
卒
業
・
修
了
式
の
席
上
、

買
上
作
品
認
定
書
が
授
与
さ
れ
る
。

　

藝
大
の
歴
史
と
中
身
を
さ
ら
け
出
す

　

説
明
が
長
く
な
っ
た
が
、
と
に
か
く
こ
の
買
い
上

げ
作
品
を
過
去
類
を
見
な
い
点
数
で
蔵
出
し
す
る
の

が
、
今
回
の
展
覧
会
。
内
容
は
2
部
構
成
で
、
第
1

部
は
日
本
美
術
界
を
牽
引
し
た
巨
匠
た
ち
の
デ
ビ
ュ

ー
作
か
ら
古
田
教
授
が
名
品
を
セ
レ
ク
ト
。
日
本
画

は
大
観
を
は
じ
め
菱
田
春
草
（
↓
12
ペ
ー
ジ
）、
小

村
雪せ

っ

岱た
い

、
東
山
魁
夷
、
西
洋
画
か
ら
は
和
田
英
作
、

青
木
繁
、
藤
田
嗣
治
、
彫
刻
は
朝
倉
文
夫
、
高
村
光

太
郎
な
ど
な
ど
、
美
術
史
上
の
大
ス
タ
ー
作
が
勢
ぞ

ろ
い
。
第
2
部
で
は
、
戦
後
の
藝
大
で
買
い
上
げ
ら

大学美術館館長／教授

黒川廣子　くろかわ・ひろこ

東京藝術大学美術学部芸術学科卒業、美術研究
科工芸教育修了。東京国立博物館を経て大学美
術館勤務、2016年に教授、21年より館長を務
める。手がけた企画展に『工芸の世紀』（東京
藝術大学大学美術館・03年）、『皇室の彩』（同・
17年）などがある。美術学部では「日本金工
史（I・II）」などの講義を担当。
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(Even if the tempo has changed, continue to play at the same tempo.)
Repeat this section.
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［油画］櫃田伸也《ひとたち》1964年 キャンバス 油彩　144.7×144.7cm

［文化財保存学］林功《羅漢図模写》
1971年 絹本着色　127.5×53.8cm

［日本画］梅原幸雄《遠い記憶》1978年 紙本着色　181.0×226.8cm

［建築］横須賀洋平《metamorphosis ～可変トラス構造体～》
2006年 デジタルデータ 紙 丁番 模型　サイズ可変

［作曲］網守将平《Multilubricity》2014年 楽譜
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れ
た
作
品
群
か
ら
各
科
が
独
自
に
選
ん
だ
全
52
作
品

が
一
堂
に
会
す
る
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
見
る
だ
け
で

も
期
待
は
高
ま
る
が
、「
当
初
は
展
示
の
ゴ
ー
ル
を

ま
っ
た
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
」
と
古
田
教
授
。

「
な
ぜ
な
ら
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
と
、
こ
れ
は

僕
の
展
覧
会
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
通
常
は
作
品
を
選
び
、

ど
ん
な
作
品
を
ど
う
い
う
順
序
で
並
べ
て
見
て
も
ら

う
か
、
そ
の
物
語
を
つ
く
っ
て
構
成
す
る
の
が
学
芸

員
の
仕
事
。
で
も
買
上
展
の
場
合
、
と
く
に
第
2
部

は
、
各
科
の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
に
よ
っ
て

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
、
あ
く
ま
で
藝
大
と
し
て
の
展

覧
会
で
す
。
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
各

科
の
協
力
が
な
け
れ
ば
展
示
プ
ラ
ン
も
進
め
ら
れ
な

い
…
…
こ
れ
は
も
う
、
僕
の
想
像
を
超
え
た
世
界
」

　

収
蔵
さ
れ
て
い
る
1
万
件
以
上
の
買
い
上
げ
作
品

は
、
形
状
も
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
近
年
は
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
映
像
な
ど
も
。
共
通
す
る
の
は

「
買
い
上
げ
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
」
こ
と
の
み
だ
。

「
作
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
制
作
時
は
20
代
で
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
で
も
非
常
に
特
異
な
切
り
口
だ
し
、
大
学

と
し
て
選
ん
だ
作
品
を
表
に
出
す
と
い
う
こ
と
は
、

い
っ
た
い
藝
大
は
何
を
教
え
て
き
た
の
か
？
と
い
う

こ
と
を
問
わ
れ
、
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
も
あ
る
。
深

く
考
え
て
み
れ
ば
、
恐
ろ
し
い
展
覧
会
で
す
よ
。
で

も
、
明
治
20
年
代
か
ら

続
け
て
き
た
買
い
上
げ

を
伝
統
と
呼
ぶ
以
上
、

そ
の
価
値
を
自
覚
し
て

次
の
時
代
に
つ
な
げ
て

い
く
の
が
我
々
の
使
命
。

や
っ
て
み
て
わ
か
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
」

　

収
蔵
作
品
は
複
数
の

収
蔵
庫
に
点
在
。
し
か

も
、
も
の
に
よ
っ
て
は
巻
い
て
包
ん
で
し
ま
わ
れ
て

い
る
も
の
を
伸
ば
し
て
展
示
で
き
る
状
態
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
な
か
に
は
収
蔵
さ
れ
て

か
ら
一
度
も
展
示
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
作
品
も
あ
る

の
で
、
そ
の
状
態
を
確
認
し
、
必
要
な
修
理
や
修
復

を
施
し
て
展
示
に
備
え
る
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
と

向
き
合
っ
て
の
膨
大
な
作
業
に
、
古
田
教
授
含
む
4

人
の
教
授
陣
と
ス
タ
ッ
フ
が
「
か
つ
て
な
い
総
動
員

体
制
」
で
臨
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

本
物
に
宿
る
若
さ
と
情
熱
に
触
れ
る
喜
び

「
第
2
部
に
は
ご
存
命
の
作
家
の
方
も
多
い
の
で
、

ご
自
身
の
作
品
を
ど
う
見
せ
る
か
…
…
一
生
懸
命
取

り
組
ん
だ
部
分
を
ど
の
よ
う
に
表
す
か
、
遠
近
感
を

出
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

オ
ー
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
の
分
だ
け
、

皆
さ
ん
が
期
待
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
強
く
感

じ
る
の
で
、
こ
れ
は
も
う
、
一
つ
一
つ
粘
り
強
く
対

応
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
大
学
美
術
館
の
館
長
で
あ
る
黒

川
廣
子
教
授
。
取
り
込
み
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ぜ

ひ
作
品
の
収
蔵
状
況
を
拝
見
し
た
い
…
…
！
と
い
う

取
材
チ
ー
ム
の
ム
チ
ャ
な
お
願
い
、
叶
え
て
い
た
だ

大学美術館准教授

熊澤弘　くまざわ・ひろし

東京藝術大学美術学部芸術学科卒業、美術研究
科西洋美術史修了。美術学部助手、大学美術館
助教などを経て 2017年より現職。『線の巨匠た
ち』（東京藝術大学大学美術館・08年）などの
企画展、コレクション展を数々手がける。授業
では博物館学課程の各科目、実習を担当。最近
の著書に『脳から見るミュージアム　アートは
人を耕す』（中野信子共著）などがある。
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き
ま
し
た
。
上
野
の
本
館
の
奥
深
く
に
あ
る
収
蔵
庫

（
通
常
は
取
材
・
撮
影
謝
絶
）
フ
ロ
ア
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
着
く
と
、
そ
の
奥
に
は
巨
大
な
扉
が
。
ま
る

で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
見
る
銀
行
の
金
庫
の
巨
大
版
だ

が
、
分
厚
い
金
属
製
の
扉
に
漆
の
意
匠
（
装
飾
）
が

施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
粋
な
仕
掛
け
も
（
1
ペ
ー
ジ

参
照
）。
外
気
に
含
ま
れ
る
埃
な
ど
の
異
物
を
で
き

る
限
り
避
け
る
た
め
、
ま
ず
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉

を
閉
め
て
か
ら
扉
前
の
ス
ペ
ー
ス
で
靴
を
履
き
替
え
、

ス
タ
ン
バ
イ
。
そ
の
後
、
扉
が
開
か
れ
る
。
キ
ー
ン
、

と
軽
い
耳
鳴
り
を
感
じ
る
の
は
気
圧
の
差
か
ら
？　

ま
る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
り
こ
む
気
分
だ
。

　

そ
し
て
、
足
を
踏
み
入

れ
た
そ
こ
は
、
ま
さ
に
異

次
元
の
空
間
だ
っ
た
。
隙

な
く
梱
包
さ
れ
棚
に
収
ま

る
作
品
、
作
品
、
作
品
！

「
こ
れ
が
昨
日
、
取
手
館

か
ら
着
い
た
も
の
で
す
」

と
館
長
が
指
す
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
絵
画
や
立
像
ら
し

き
展
示
予
定
作
品
の
一
群

が
。
時
の
色
を
た
っ
ぷ
り

と
吸
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
木
箱
に
は
、
収
蔵
時
に
作

者
が
書
い
た
ら
し
い
文
字
や
サ
イ
ン
が
見
て
取
れ
る
。

「
こ
れ
も
出
品
作
の
ひ
と
つ
。
開
け
て
み
ま
し
ょ
う

か
」
と
黒
川
館
長
。
古
び
た
木
箱
を
開
き
、
包
み
を

解
く
と
、
明
治
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
作
品
が
、
塗
り

上
げ
ら
れ
た
ば
か
り
の
よ
う
な
艶あ

で

や
か
さ
で
姿
を
現

す
。
う
わ
ぁ
、
と
思
わ
ず
手
を
叩
い
て
し
ま
う
（
埃
、

埃
！
）
が
、「
や
っ
ぱ
り
実
物
は
い
い
で
し
ょ
う
？
」

と
、
館
長
も
満
面
の
笑
み
で
あ
る
。

「
学
芸
員
と
し
て
こ
う
し
て
作
品
一
つ
一
つ
に
当
た

る
（
触
れ
る
）
の
は
、
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
こ
と
。

学
芸
員
に
な
っ
て
あ
る
程
度
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ

先
輩
た
ち
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
『
作
品
に
当
た
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
寂
し
い
』
と
。
大
変
な
作
業
で

は
あ
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
作
品
を
近
く
で
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
す
ね
」

　

時
を
経
て
変
化
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る

　

取
手
館
の
収
蔵
庫
を
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、
熊

澤
弘
准
教
授
。
こ
こ
で
圧
倒
さ
れ
た
の
は
、
ス
ラ
イ

ド
式
の
大
型
ラ
ッ
ク
に
収
め
ら
れ
た
絵
画
作
品
。
ゆ

っ
く
り
引
き
出
す
と
…
…
お
お
、
お
お
。
額
装
さ
れ

た
作
品
か
ら
、
絵
の
具
の
鮮
や
か
さ
や
描
線
の
勢
い
、

作
者
の
手
の
痕
跡
ま
で
も
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ぶ
。

　

熊
澤
准
教
授
の
専
門
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
・
近
代

美
術
。
今
展
覧
会
で
展
示
を
担
当
す
る
の
は
、

G
A
P
と
メ
デ
ィ
ア
映
像
、
作
曲
の
各
作
品
で
、

普
段
は
直
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
タ
イ
プ
の
作
品
の

取
り
扱
い
に
、
日
々
奮
闘
中
だ
と
い
う
。

「
難
し
い
で
す
よ
。『
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー
（
デ
ー

タ
送
信
に
用
い
る
装
置
）
っ
て
何
？
』
と
か
ね
。
他

の
美
術
館
で
あ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
専
門
な
ら

基
本
的
に
は
そ
の
関
連
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
企
画
、

調
査
研
究
を
担
当
し
ま
す
が
、
こ
こ
は
大
学
美
術
館
。

藝
大
の
幅
が
広
が
る
に
つ
れ
、
作
品
も
ど
ん
ど
ん
多

大学美術館准教授

村上敬　むらかみ・たかし

大阪大学大学院文学研究科芸術学専攻修了、東
京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究
専攻博士課程満期退学。香川県文化会館、静岡
県立美術館勤務を経て現職。企画展に『ロボッ
トと美術』（10年）、『めがねと旅する美術展』（18
年）、『富野由悠季の世界』（19 ～ 21年）など。博
物館学課程の各科目、実習を担当。
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様
で
国
際
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
面
白

い
。
作
者
や
各
学
科
の
先
生
方
と
調
整
し
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
は
、
実
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

　

2
0
2
1
年
か
ら
大
学
美
術
館
に
加
わ
っ
た
村

上
敬
准
教
授
は
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
、
美
術
教
育
の
3

科
の
作
品
を
担
当
。
公
立
美
術
館
で
学
芸
員
を
し
て

き
た
村
上
准
教
授
が
実
感
す
る
の
は
、
や
は
り
学
生

作
品
を
収
蔵
す
る
大
学
美
術
館
の
独
自
性
だ
と
い
う
。

「
公
立
美
術
館
の
場
合
は
、
ま
ず
美
術
館
建
設
準
備

室
が
で
き
て
、
そ
の
後
、
収
集
委
員

会
が
立
ち
上
が
り
、
た
と
え
ば
そ
の

地
に
縁
が
あ
る
作
家
の
作
品
だ
と
か
、

現
代
美
術
の
動
向
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
作
品
が
選
ば

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
収
蔵
さ
れ
た
時

点
で
作
品
の
あ
る
程
度
の
評
価
は
定

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
の
場
合
は
、

教
育
的
観
点
で
収
蔵
し
た
も
の
が
時

を
経
て
巨
匠
の
若
き
日
の
作
品
に
変

化
し
た
り
す
る
。
そ
こ
が
藝
大
の
大

学
美
術
館
の
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
で
あ
り
、

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」

　

確
か
に
、
い
か
に
そ
の
年
の
最
優
秀
作
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
た
時
点
で
、
作
者

た
ち
は
ま
だ
何
者
で
も
な
い
。
な
か
に
は
、
そ
の
作

品
を
最
後
に
創
作
か
ら
離
れ
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

評
価
の
定
ま
ら
な
い
作
家
の
作
品
を
長
く
、
丹
念
に

収
蔵
し
続
け
る
こ
と
の
意
味
と
は
？　
『
買
上
展
』

は
、
そ
の
問
い
に
答
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
東
京
美
術
学
校
で
始
ま
っ
た
蒐
集
は
、
も
と
も
と

と
て
も
気
長
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
教
育
の
場
は
、
学
生
と
先
生
で
で
き
て
い

る
。
藝
大
と
い
う
場
所
が
あ
る
か
ら
作
品
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
誰
が
い
て
、
ど
ん
な
教
育

や
研
究
が
行
わ
れ
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
ん

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
、
買
い
上
げ
作
品
と
い
う

〝
も
の
〞
が
、
き
っ
と
語
っ
て
く
れ
る
は
ず
。
学
生

は
学
生
で
感
じ
る
だ
ろ
う
し
、
同
時
に
、
教
え
て
き

た
側
も
、
そ
こ
か
ら
気
づ
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
…
…
。
そ
し
て
、

で
き
れ
ば
そ
れ
が
身
内
で
完
結
し
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
。
入
場
料
を
払
っ
て
見
て
い
た
だ
く
わ
け

「もちろん、主役は作品。でも作品を開かせる手がなければ、
主役は表には出られないんです」と古田教授。そのため、欧
米諸国では所蔵品管理専門職員の地位が確立されているのだ
とか。作品を取り出し、展示し、しまう。伝統と価値を未来
に確実に伝えるための、丁寧な作業が重ねられる。
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取手収蔵庫の一角を占めるのは、明治期から卒業・修了制作とともに描かれた学生たちの
自画像。戦時中の一時期を除いた西洋画と油画のほぼ全員分が収められており、年代順に
並べると日本洋画史のトレンドが明らかに。『買上展』第１部でも複数点が公開される。

青木繁《自画像》1904年 キャンバス 油彩　60.6×45.5cm 萬鉄五郎《自画像》1912年 キャンバス 油彩　60.6×45.5cm
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で
す
か
ら
、
観
客
の
満
足
に
見
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
、
僕
た
ち
は
常
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

　

す
べ
て
は
作
品
を
「
生
か
す
」
た
め
に

　

そ
し
て
、
初
の
買
上
展
が
開
催
さ
れ
る
今
年
は
、

藝
大
と
大
学
美
術
館
に
と
っ
て
買
い
上
げ
を
巡
る
新

時
代
の
始
ま
る
年
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
各
科
で
買

い
上
げ
作
品
に
選
定
さ
れ
た
作
品
は
自
動
的
に
美
術

館
に
収
蔵
さ
れ
て
き
た
が
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
は

作
品
を
い
っ
た
ん
大
学
が
買
い
上
げ
、
そ
の
う
え
で

各
科
が
作
品
を
収
蔵
す
る
か
ど
う
か
を
あ
ら
た
め
て

美
術
館
に
申
請
す
る
と
い
う
手
続
き
が
設
け
ら
れ
た

の
だ
。「
小
さ
な
変
化
の
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
大
き
な
変
化
へ
の
一
歩
」
と
古
田
教
授
は
言
う
。

「
つ
ま
り
は
、
美
術
館
に
収
蔵
し
な
い
と
い
う
選
択

肢
が
出
た
わ
け
で
す
。
現
実
的
に
は
、
ま
ず
現
在
の

収
蔵
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
今
、
取
手
に
新
し
い
収
蔵
庫
を
建
て
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
も
計
画
的
に
使
わ
な
け
れ
ば
、
い
つ
か

は
ま
た
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
」

　

さ
ら
に
、
素
材
的
に
長
期
保
存
に
適
さ
な
い
作
品

を
い
か
に
管
理
す
る
か
と
い
う
実
務
的
な
問
題
も
存

在
す
る
と
、
黒
川
館
長
。

「
た
と
え
ば
、
長
期
の
保
存
が
難
し
い
素
材
で
つ
く

ら
れ
た
作
品
を
収
蔵
し
て
い

つ
ま
で
保
た
せ
る
か
？　

も

ち
ろ
ん
作
品
は
美
術
館
に
収

蔵
す
る
こ
と
を
目
的
に
つ
く

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
設

計
図
的
な
も
の
で
残
す
と
か
、

素
材
を
他
の
も
の
に
置
き
換

え
る
と
か
…
…
作
品
は
す
べ

て
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
か
ら
、

毎
回
、
新
し
い
状
況
に
ど
う

対
応
す
る
か
が
知
恵
の
絞
り

ど
こ
ろ
で
す
」

　

残
せ
る
も
の
な
ら
、
す
べ
て
の
作
品
を
残
し
た
い
。

そ
れ
は
明
治
か
ら
現
在
ま
で
、
こ
の
特
異
な
性
格
を

持
つ
美
術
館
に
関
わ
る
人
々
の
一
致
し
た
思
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
作
品
に
と
っ
て
は
決
し
て
収
蔵
さ
れ

る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
点
だ
と
、
古
田
教
授
は
指
摘
す
る
。

「
収
蔵
さ
れ
た
は
い
い
け
れ
ど
、
木
枠
に
押
し
込
ま

れ
て
誰
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
な
く
、
二
度
と
日
の

目
を
見
な
い
こ
と
が
、
果
た
し
て
本
当
に
い
い
こ
と

な
の
か
？ 

こ
の
機
会
に
、
作
者
も
大
学
も
我
々
も

よ
く
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
作
品
の

本
当
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
」

　

作
品
が
真
に
生
き
る
こ
と
│
│
そ
れ
は
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
そ
の
人
生
に
関
わ
る

こ
と
。
そ
れ
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
願
い
で
あ
り
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
る
大
学
の
、
美
術
館
の
願
い
で

も
あ
る
は
ず
だ
。「
だ
か
ら
、
学
生
も
含
め
て
、
多

く
の
方
に
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
大
学

美
術
館
の
教
授
陣
か
ら
の
切
な
る
声
を
、
最
後
に
、

あ
ら
た
め
て
お
届
け
す
る
。
展
覧
会
が
終
わ
れ
ば
、

作
品
は
収
蔵
庫
へ
戻
る
。
そ
の
扉
が
ふ
た
た
び
開
か

れ
る
か
ど
う
か
は
、
あ
な
た
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。

大学美術館本館（写真上）と同・取手館（下）はとも
に、美術学部長を務めた建築家・六角鬼丈の設計。取
手館の隣に令和５年度内竣工予定の新収蔵庫のコンセ
プトは、収蔵された状態で作品鑑賞ができる“魅せる”
収蔵庫に。より来館者に開かれたものになるという。
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伝
わ
っ
て
く
る
の
は
、
不
安
と
怯お

び

え
、
そ
し
て
忍

び
寄
る
不
穏
な
運
命
に
抗
え
な
い
こ
と
を
予
感
し
た

者
の
絶
望
と
諦
観
│
│
向
き
合
う
と
、
画
面
か
ら
あ

ふ
れ
出
る
豊
か
な
物
語
性
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

東
京
美
術
学
校
の
2
期
生
に
し
て
、
の
ち
に
日
本

画
壇
の
旗
手
と
な
る
菱
田
春
草
の
卒
業
制
作
《
寡
婦

と
孤
児
》
は
、
軍
記
物
の
古
典
『
太
平
記
』
を
も
と

に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
作
品
。
歴
史
上
の
出
来
事
や

そ
れ
を
描
い
た
物
語
を
主
題
に
し
た
歴
史
画
は
、
東

京
美
術
学
校
開
設
当
時
、
新
し
い
日
本
画
を
模
索
す

る
上
で
の
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
勇
壮
な
戦
絵
巻
で
は
な
く
、
春
草
が
描

い
た
の
は
戦
に
敗
れ
た
武
士
の
妻
子
と
い
う
銃
後
の

存
在
。
古
田
亮
教
授
は
、
そ
こ
に
こ
の
絵
の
意
義
と

春
草
独
自
の
視
点
が
あ
る
と
語
る
。

「
今
、
こ
れ
を
描
く
」
意
志
と
眼
差
し

「
歴
史
画
を
描
く
に
は
歴
史
の
勉
強
も
大
事
だ
し
、

写
生
も
大
事
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は

『
何
を
表
現
す
る
か
』。
取
り
上
げ
た
事
件
や
物
語
を

今
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
…
…
そ
れ
を
、
岡
倉
天
心
を
は
じ
め
と
す
る

教
授
方
は
考
え
さ
せ
た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
、

春
草
は
女
性
と
子
ど
も
の
姿
を
描
い
た
。
彼
は
彼
な

り
に
考
え
、
そ
う
い
う
答
え
を
出
し
た
ん
で
す
」

　

異
色
の
歴
史
画
の
背
景
に
は
、
描
か
れ
た
時
代
の

空
気
が
影
響
し
て
い
る
と
古
田
教
授
は
推
測
す
る
。

当
時
の
日
本
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
。
国
土
が
戦
場

に
こ
そ
な
ら
な
い
も
の
の
、
出
征
し
た
兵
士
の
家
族

が
そ
こ
か
し
こ
に
い
て
、
そ
の
消
息
が
聞
か
れ
た
時

代
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
表
面
的
な
勇
ま
し
さ
を

描
く
の
で
は
な
く
、
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
者
の
悲
劇

と
争
い
が
引
き
起
こ
す
負
の
連
鎖
を
描
い
た
の
で
は
、

と
古
田
教
授
。
時
節
に
流
さ
れ
ず
、
人
の
あ
り
さ
ま

を
冷
徹
に
捉
え
た
ひ
と
り
の
画
学
生
の
眼
差
し
が
、

哀
切
さ
で
胸
揺
さ
ぶ
る
絵
の
根
幹
に
あ
る
。

「
あ
る
意
味
で
は
、
反
戦
画
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、

軍
備
拡
張
に
ひ
た
走
っ
た
時
代
の
空
気
は
、
我
々
の

い
る
現
代
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

今
、
紹
介
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
」

　

卒
業
の
の
ち
、
春
草
は
朦も

う

朧ろ
う

体
と
呼
ば
れ
る
実
験

的
画
法
を
導
入
す
る
な
ど
常
に
自
作
に
新
し
い
風
を

吹
き
込
み
な
が
ら
数
々
の
傑
作
を
残
し
、
36
年
の
生

涯
を
駆
け
抜
け
る
。
な
よ
や
か
で
優
美
な
絵
の
奥
に

宿
る
、
揺
る
ぎ
な
い
意
志
。
こ
の
時
点
で
、
す
で
に

大
家
の
品
格
を
備
え
て
い
た
の
だ
。

菱田春草　ひしだ・しゅんそう

1874（明治 7）年長野県生まれ。岡倉天心、橋
本雅邦に師事し、東京美術学校卒業ののち、日
本美術院創立に参加。代表作に《王昭君図》《落
葉》《黒き猫》など。1911（明治 44）年没。

 独断と偏愛でリコメンド

 この逸品に注目!
秀作がそろう『買上展』。なかでも、
とくに見逃せない作品はどれ？
第１部からは大学美術館の教授陣が
とくに推すレジェンド作を、第２部からは
編集部が注目する作品をご紹介します。

文＝大谷道子 12



 古田亮教授の
おすすめ 菱田春草《寡婦と孤児》

1895 年　絹本着色　135.9×84.1cm

13



＊参考文献＝吉田千鶴子『近代東アジア美術留学生の研究　東京美術学校留学生史料』ゆまに書房 2009 年刊

 金観鎬《夕ぐれ》
1916 年　キャンバス 油彩　127.0×128.0cm

 熊澤弘准教授の
おすすめ
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現
在
、
30
カ
国
あ
ま
り
の
国
と
地
域
か
ら
2
5
0

人
を
超
え
る
留
学
生
が
学
ぶ
藝
大
。
国
際
化
の
流
れ

は
、
東
京
美
術
学
校
時
代
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い

た
。
中
国
、
朝
鮮
、
台
湾
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア

各
国
か
ら
日
本
へ
西
洋
美
術
を
学
び
に
来
て
い
た
学

生
た
ち
。
彼
ら
が
残
し
た
作
品
の
な
か
で
熊
澤
弘
准

教
授
が
と
く
に
思
い
入
れ
を
持
つ
一
作
が
、
朝
鮮
か

ら
の
留
学
生
・
金
観
鎬
の
《
夕
ぐ
れ
》。
大
正
5

（
1
9
1
6
）
年
に
当
時
の
西
洋
画
科
選
科
を
首
席

で
卒
業
し
た
若
き
洋
画
家
の
作
品
は
、
も
ち
ろ
ん
買

い
上
げ
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

「
今
、
韓
国
近
代
美
術
史
が
国
内
外
で
見
直
さ
れ
る

な
か
で
、
日
本
と
の
美
術
交
流
に
つ
い
て
も
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
美
術
学
校
や
藝
大
に
学
ん

だ
こ
と
は
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
に
な

っ
て
い
て
、《
夕
ぐ
れ
》
は
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

な
る
一
作
。
今
年
2
月
ま
で
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
カ

ウ
ン
テ
ィ
美
術
館
で
行
わ
れ
た
韓
国
モ
ダ
ン
ア
ー
ト

展
に
貸
し
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
B
T
S
の
R
M

が
オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イ
ド
を
務
め
る
な
ど
、
注
目
度
も

高
い
回
顧
展
で
し
た
」

　

収
蔵
さ
れ
、
美
術
史
の
一
部
に
な
る

　

故
郷
の
平
壌
（
現
・
北
朝
鮮
）
で
描
き
は
じ
め
た

と
伝
わ
る
本
作
。
背
中
を
向
け
て
い
る
と
は
い
え
、

裸
体
の
女
性
が
屋
外
に
佇
む
と
い
う
構
図
は
、
当
時

は
な
か
な
か
に
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

〈
モ
デ
ル
は
無
し
、
光
線
が
気
に
入
ら
ず
想
像
で
描

き
ま
し
た
〉
と
当
時
の
新
聞
に
語
っ
た
金
は
、
黒
田

清
輝
、
久
米
桂
一
郎
ら
の
白
馬
会
に
も
学
ん
で
お
り
、

明
る
い
外
気
を
画
面
に
取
り
込
も
う
と
い
う
積
極
的

な
意
思
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
現
在
の
学
生
た
ち
も
そ
う
で
す
が
、
言
語
と
文
化

の
枠
を
乗
り
越
え
て
飛
び
込
ん
で
き
た
力
強
さ
に
は
、

驚
く
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
熊
澤
准
教
授
。
本

作
は
文
展
（
文
部
省
美
術
展
覧
会
）
で
特
選
に
も
輝

き
、
文
字
通
り
、
時
代
を
画
す
る
作
品
と
な
っ
た
。

「
今
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
い
か
に
も
明
治
、
大
正
初

期
の
古
め
か
し
い
洋
画
と
い
う
感
じ
が
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
20
世
紀
、
21
世
紀
と
時
間
を

経
て
き
た
な
か
で
東
ア
ジ
ア
の
近
代
美
術
史
の
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
と
な
っ
た
と
い
う
点
は
、
や
は
り
特
筆

す
べ
き
で
し
ょ
う
」

　

美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
は
、
作
者
よ
り
も
長

い
時
間
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
位
置

づ
け
や
価
値
が
時
代
に
連
れ
て
変
化
す
る
│
│
こ
れ

は
、
す
べ
て
の
買
い
上
げ
作
品
が
は
ら
む
可
能
性
だ
。

「
現
在
の
学
生
た
ち
の
作
品
も
、
い
つ
か
は
歴
史
史

料
に
…
…
そ
の
行
く
末
を
見
守
り
た
い
で
す
ね
」

金観鎬　キム・グァンホ

1891年平安南道平壌郡に生まれる。18歳で来日、
明治学院に学んだのち東京美術学校西洋画科選
科に入学。卒業後は祖国に戻り絵画研究所を創
立するが、のちに画業から離れる。1959年没。
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六角大壌　ろっかく・だいじょう

1913（大正２）年東京（市）生まれ。東
京美術学校を卒業後、漆芸家として数
々の作品を制作。また 47年からは教
員となり、東京藝術大学開設以降も多
くの漆芸家を指導、育成した。73年没。

 六角大壌《紅葉図棚》 
1937年　木製漆塗 卵殻 螺鈿など　50.0×99.0×36.9cm

 黒川廣子館長の
おすすめ
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あ
る
作
品
と
の
出
会
い
が
人
生
を
変
え
る
│
│
そ

ん
な
幸
運
が
待
っ
て
い
る
（
か
も
し
れ
な
い
）
美
術

館
。
し
か
も
そ
の
作
品
が
、
作
家
の
人
生
を
大
き
く

動
か
し
た
も
の
だ
っ
た
ら
？　

工
芸
の
研
究
者
で
あ

る
黒
川
廣
子
館
長
が
推
す
の
は
、
ま
さ

に
そ
ん
な
一
作
。
作
品
の
入
っ
た
木
箱

の
署
名
に
は
「
田
中
穎ひ

で

雄お

」
と
あ
る
。

「
写
生
す
る
滝
を
探
し
て
栃
木
県
の
日

光
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
と
い
う
逸
話
が
、

ま
ず
、
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
日
光
と
い

え
ば
真
っ
先
に
華
厳
の
滝
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
行
く
と
日
が
暮

れ
て
し
ま
う
の
で
、
東
照
宮
近
く
の
滝

を
選
ん
だ
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
」

　

扉
の
あ
る
正
面
に
は
、
滔と

う

滔と
う

と
流
れ

落
ち
る
大
滝
。
横
に
、
そ
の
支
流
ら
し

き
流
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
棚
の
側
面
に

は
さ
ら
に
細
く
繊
細
な
滝
の
流
れ
が
幾

筋
も
。
滝
に
魅
せ
ら
れ
、
疲
れ
も
忘
れ

て
写
生
に
励
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え
る
。

「
構
図
は
相
当
練
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
の
飛
沫
を
表

す
の
に
当
初
は
銀
を
使
お
う
と
し
た
も
の
の
、
実
際

の
滝
を
見
て
、
こ
れ
は
銀
で
は
表
せ
な
い
と
い
っ
て

卵
殻
に
変
更
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
も
、
蒔ま

く
の
で

は
な
く
、
一
つ
一
つ
置
い
て
い
る
。
セ
キ
レ
イ
の
目

は
螺ら

鈿で
ん

、
紅
葉
の
葉
に
も
一
枚
一
枚
濃
淡
を
つ
け
て

遠
近
感
を
出
す
な
ど
、
実
に
丹
念
な
仕
事
で
す
」

　

実
物
が
呼
び
起
こ
す
、
別
次
元
の
感
動

　

棚
本
体
も
自
作
。
外
側
を
仕
上
げ
た
時
点
で
時
間

と
根
気
と
予
算
が
尽
き
た
の
か
、
扉
の
中
は
簡
略
な

仕
上
げ
の
み
と
い
う
の
も
、
学
生
作
品
ら
し
い
。

「
技
術
や
道
具
も
乏
し
い
な
か
で
、
相
当
頑
張
っ
た

と
思
い
ま
す
よ
（
笑
）。
当
時
は
学
校
に
つ
く
る
場

所
が
な
か
っ
た
の
で
、
教
授
た
ち
が
生
徒
の
自
宅
ま

で
足
を
運
ん
で
指
導
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
」

　

労
作
の
完
成
度
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、

作
品
は
買
い
上
げ
に
。
さ
ら
に
、
東
京
美

術
学
校
の
第
1
期
卒
業
生
で
当
時
漆
芸
科

の
教
授
を
務
め
て
い
た
六
角
紫し

水す
い

は
、
作

者
の
並
々
な
ら
ぬ
才
能
を
見
込
ん
で
彼
を

養
子
に
迎
え
た
。
こ
れ
が
漆
芸
家
・
六
角

大
壌
の
出
発
の
物
語
。
さ
ら
に
、
こ
の
大

壌
の
長
男
が
建
築
家
・
六
角
鬼き

じ
ょ
う丈

で
あ
り
、

つ
ま
り
大
壌
の
出
世
作
は
、
の
ち
に
息
子

が
建
て
た
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
運
命
の
連
鎖
、
そ
の

原
点
が
ひ
と
つ
の
作
品
の
創
作
だ
っ
た
と

い
う
人
の
世
の
妙
。
ぜ
ひ
会
場
で
見
て
ほ

し
い
と
、
黒
川
館
長
は
言
う
。

「
ど
れ
だ
け
高
精
細
画
像
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
と
は
次
元
の
異
な
る
感
動
が
実
物
に
は
あ
る
は
ず
。

き
っ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」

文＝大谷道子17



　

タ
ナ
カ
ノ
リ
ユ
キ
氏
の
学
生
時
代
、
デ
ザ
イ
ン
科

の
教
員
や
非
常
勤
講
師
に
は
、
福
田
繁
雄
の
ほ
か
、

佐
藤
晃
一
、
有
元
利
夫
な
ど
、
現
役
で
活
躍
す
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
画
家
た
ち
が
い
た
。

「
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
た
3
年
の
時
か
ら
、

国
内
外
で
活
躍
す
る
著
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
画
家
の

方
々
が
先
生
に
な
っ
て
、
教
室
の
空
気
が
ガ
ラ
ッ
と

変
わ
っ
た
ん
で
す
。
な
ん
と
い
う
か
…
…
先
生
と
い

う
感
じ
で
は
な
く
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
厳
し

さ
が
、
い
き
な
り
教
室
に
や
っ
て
き
た
感
じ
で
し
た
。

ま
あ
、
僕
も
相
当
生
意
気
な
学
生
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
そ
う
い
っ
た
方
々
に
『
学
内
で
の
相
対
評
価

で
は
な
く
、
今
す
ぐ
プ
ロ
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か

ど
う
か
の
絶
対
評
価
で
講
評
し
て
ほ
し
い
！
』
と
お

願
い
し
た
ん
で
す
。

　

そ
う
し
た
ら
、
大
変
。
完
全
な
プ
ロ
仕
様
に
な
っ

て
、『
こ
の
作
品
は
全
然
ダ
メ
！　

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
が
な
い
！　

自
分
の
全
て
を
見
せ
て
み
ろ
！
』
と

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
叩
か
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
の
表

現
と
は
何
か
？　

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
何
か
？　

と
毎
日
悩
み
な
が
ら
、
と
に
か
く
つ
く
り
つ
づ
け
ま

し
た
」

※ 4点のうち下の 3点は買上展では展示されません

タナカノリユキ
《PAINTING SCULPTURES 1985 （Planet Landscape）》

1985年　板 紙 アクリル絵具 シルクスクリーン コラージュ　103.0×291.3cm（上の部分）

作家に
インタビュー
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つ
く
る
こ
と
で
し
か
こ
の
先
は
な
い
。
大
学
院
に

進
ん
だ
の
も
、
自
分
の
表
現
が
見
え
る
ま
で
創
作
し

た
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
学
校
に
行
か
ず
に
ア
パ

ー
ト
に
こ
も
っ
て
ひ
た
す
ら
つ
く
り
続
け
た
作
品
群

を
大
学
院
の
前
期
の
講
評
会
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
厳

し
か
っ
た
教
員
陣
が
皆
一
斉
に
褒
め
て
く
れ
、
面
白

が
っ
て
く
れ
た
。

「
福
田
先
生
が
『
い
ま
ま
で
、
世
界
中
で
様
々
な
ア

ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
審
査
を
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ

う
な
表
現
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
ま
ま
、

つ
く
り
つ
づ
け
な
さ
い
』
と
言
っ
て
く
れ
て
…
…
。

す
ご
く
勇
気
を
も
ら
っ
た
の
を
、
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
い
く
つ
か
の
作
品
を
公
募
展

に
出
品
し
た
ら
、
賞
を
も
ら
っ
た
ん
で
す
」

　

自
分
の
表
現
の
核
を
生
み
出
す

　

1
年
上
の
日
比
野
克
彦
と
タ
ナ
カ
氏
は
在
学
中
に

日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
展
な
ど
の
公
募
展
で
受
賞
し
、

デ
ザ
イ
ン
界
に
藝
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
。

「
日
比
野
さ
ん
と
僕
は
在
学
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
携
帯
電
話
が
な
く
、

印
刷
会
社
や
デ
ザ
イ
ン
会
社
か
ら
描
画
系
の
教
員
だ

っ
た
大
藪
雅
孝
さ
ん
の
研
究
室
に
電
話
が
入
っ
て
、

大
藪
さ
ん
か
ら
『
俺
は
お
前
ら
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
じ

ゃ
ね
ぇ
か
ら
な
!!
』
と
怒
ら
れ
た
り
し
て
（
笑
）」

　

当
時
、
藝
大
デ
ザ
イ
ン
科
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
系
と

描
画
（
絵
画
）
系
の
学
生
の
目
標
は
、
ま
ず
就
職
せ

ず
に
フ
リ
ー
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
こ
と
。
2
番

目
が
資
生
堂
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
宣
伝
部
、
3
番
目

が
広
告
代
理
店
、
4
番
目
が
予
備
校
講
師
な
ど
を
し

な
が
ら
創
作
活
動
を
続
け
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

「
プ
ロ
の
視
点
か
ら
厳
し
く
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
社
会
に
出
る
前
に
目
的
や
機
能
性
か
ら
離

れ
て
、
自
身
の
造
形
の
根
源
と
な
る
表
現
を
ゼ
ロ
か

ら
生
み
出
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

『
自
己
と
は
何
か
』
を
巡
っ
て
悩
む
自
分
に
、
が
っ

つ
り
向
き
合
っ
て
く
れ
る
友
人
や
教
員
の
存
在
、

『
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
』
な
ど
哲
学
と
し
て
の
デ
ザ

イ
ン
を
め
ぐ
る
議
論
が
で
き
た
こ
と
。
そ
し
て
自
分

自
身
の
表
現
の
核
を
生
み
出
せ
た
こ
と
。
そ
れ
が
藝

大
で
の
貴
重
な
体
験
で
し
た
」

　

今
の
制
作
に
つ
な
が
る
修
了
作
品

『
買
上
展
』
で
は
横
長
の
1
点
だ
け
が
展
示
さ
れ
る

が
、
本
作
は
本
来
、
4
点
組
の
作
品
だ
っ
た
。

「
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
目
い
っ
ぱ
い
使
い
た
く
て
4
点

で
構
成
し
た
ん
で
す
。
近
代
以
降
、
絵
画
は
絵
と
主

題
を
切
り
離
し
て
き
た
け
れ
ど
、
絵
画
の
主
題
は
常

に
存
在
す
る
は
ず
だ
と
考
え
て
い
て
。
伊
藤
若
冲
や

飾
北
斎
な
ど
の
日
本
絵
画
と
、
モ
ネ
や
ゴ
ッ
ホ
な

ど
の
西
洋
絵
画
の
歴
史
を
融
合
さ
せ
、
視
覚
伝
達
デ

ザ
イ
ン
専
攻
の
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
と
し
て
、
抽
象
的

で
あ
り
な
が
ら
具
象
的
な
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入
れ
た

作
品
を
描
い
て
み
た
か
っ
た
。
最
近
、
コ
ロ
ナ
禍
で

人
知
を
超
え
た
自
然
の
力
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
、
現

在
の
『
自
然
と
人
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
』
に
つ
い
て
再

考
し
て
み
た
く
て
、
ま
た
絵
画
を
制
作
し
て
い
ま
す
」

　

タ
ナ
カ
氏
の
内
に
秘
め
ら
れ
た
絵
画
へ
の
思
い
。

今
回
の
『
買
上
展
』
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
に
触
れ
ら
れ

る
絶
好
の
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

タナカノリユキ
1959（昭和 34）年東京都生まれ。在学
中に、第 5回日本グラフィック展奨励
賞、第 3回 JACA 展グランプリを受賞。
大学院修了後、クリエイティブディレ
クターとして国内外で活動を展開。
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「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
近
な
風
景
に
違
和
感
を
覚

え
る
こ
と
が
多
く
て
。
そ
れ
が
創
作
の
根
源
に
あ
り

ま
す
」
と
荒
神
明
香
氏
は
言
う
。

「
小
学
校
の
5
階
の
教
室
か
ら
外
を
眺
め
て
い
た
と

き
、
何
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
に
空
間
に
何
か
が

詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
投
げ
て
み
た
ら
空
気
の
中
の
何
か
に
触

れ
る
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
て
い
く
。
や
っ
ぱ
り

何
か
変
だ
！
と
、
友
だ
ち
と
何
度
も
実
験
し
て
い
た

ら
先
生
に
怒
ら
れ
て
母
親
が
呼
び
出
さ
れ
る
事
態
に

（
笑
）。
で
も
母
が
こ
う
言
っ
た
ん
で
す
。『
大
人
に

な
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
感
覚
だ
か
ら
、
大
切
に
し
て

ね
。
こ
の
感
覚
を
覚
え
て
い
た
ほ
う
が
良
い
よ
』
と
」

荒神明香　こうじん・はるか

1983年広島県生まれ。先端芸術表現
科修士課程修了。風景に対する違和感
を身近な素材で作品化する。2012年、
南川憲二、増井宏文とともに現代アー
トチーム「目 [mé]」を結成。

 荒神明香《reflectwo》
2006–07年　造花の花弁 塩化ビニール板 テグス　300.0×972.0×240.0cm

作家に
インタビュー
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そ
の
感
覚
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
荒
神
氏
は
気
に

な
る
風
景
を
写
真
撮
影
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

現
代
美
術
と
の
衝
撃
的
な
出
会
い

　

中
学
3
年
生
の
と
き
、
広
島
市
現
代
美
術
館
開
催

の
『
リ
ア
ル
／
ラ
イ
フ 
イ
ギ
リ
ス
の
新
し
い
美
術
』

展
で
、
初
め
て
現
代
美
術
作
品
に
触
れ
る
。

「
若
手
作
家
に
焦
点
を
当
て
た
展
覧
会
で
、
こ
ん
な

こ
と
や
っ
て
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
ん
だ
！
と
、

自
分
の
感
覚
に
似
た
何
か
を
感
じ
て
。
美
術
予
備
校

に
通
っ
て
い
た
高
校
生
の
と
き
、
先
生
か
ら
藝
大
に

は
先
端
芸
術
表
現
科
と
い
う
科
が
あ
る
よ
と
、
川
俣

正
さ
ん
が
表
紙
の
『
美
術
手
帖
』
を
渡
さ
れ
ま
し
た
」

　

そ
れ
を
機
に
先
端
芸
術
表
現
科
に
進
学
。
1
・
2

年
生
時
は
ゼ
ミ
所
属
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川

俣
研
究
室
に
通
い
、
川
俣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
伝
い

に
も
参
加
し
て
い
た
。
だ
が
3
年
生
に
な
る
と
き
、

川
俣
は
藝
大
を
辞
め
て
し
ま
う
。
そ
し
て
学
部
時
代

は
木
幡
和
枝
ゼ
ミ
、
大
学
院
で
は
、
卒
業
制
作
時
か

ら
指
導
を
受
け
て
い
た
小
谷
元
彦
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
。

　

利
根
川
の
風
景
か
ら
生
ま
れ
た
修
了
作
品

　

取
手
市
に
住
ん
で
い
た
荒
神
氏
は
利
根
川
の
河
辺

を
散
歩
し
て
い
て
、
深
夜
2
時
頃
に
川
の
流
れ
が
止

ま
る
現
象
に
気
づ
く
。
鏡
面
の
よ
う
な
川
面
に
、
対

岸
の
風
景
や
天
空
の
星
ま
で
反
転
し
て
映
り
こ
む
。

「
ま
る
で
風
景
が
宙
に
浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
怖
い
ん
で
す
け
ど
、
す
ご
く
面
白
く

て
。
こ
の
感
覚
を
な
ん
と
か
作
品
に
し
た
く
て
い
ろ

い
ろ
試
し
て
、
行
き
着
い
た
の
が
造
花
の
花
び
ら
。

造
花
を
解
体
し
て
い
く
と
、
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
左

右
の
掌
を
合
わ
せ
た
形
に
な
る
ん
で
す
。
利
根
川
で

見
た
景
色
を
、
有
機
的
な
形
と
対
称
性
を
持
つ
花
弁

の
集
積
に
置
き
換
え
て
み
よ
う
と
」

　

買
い
上
げ
作
品
と
な
っ
た
《reflectw

o

》
は
美

術
界
で
高
い
評
価
を
受
け
、
彼
女
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
順
調
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。

だ
が
、
次
第
に
同
じ
手
法
で
制
作
し
続
け
る
こ
と
に

疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。

　

チ
ー
ム
「
目
［m

é

］」
の
結
成
へ

　

そ
の
こ
ろ
、
大
学
院
の
同
級
生
で
あ
っ
た
南
川
憲

二
が
「
チ
ー
ム
を
つ
く
ら
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て

き
た
。
だ
が
、
荒
神
氏
は
約
1
年
半
も
逡
巡
す
る
。

「
彼
は
彼
で

ワ
ウ

w
ah docum

ent
と

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

い
う
ユ
ニ
ッ
ト

で
面
白
い
活
動
を
国
内
外
で
展
開
し
て
活
躍
し
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
自
分
に
声
を
か
け
る
ん
だ

ろ
う
と
。
警
戒
心
も
あ
っ
た
し
、
キ
ャ
ラ
的
に
も
関

西
弁
で
…
…
多
分
合
わ
な
い
な
と
（
笑
）」

　

そ
ん
な
彼
女
が
彼
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
東
日
本
大
震
災
だ
っ
た
。

「
被
災
地
でw

ah docum
ent

と
一
緒
に
活
動
し

た
と
き
、
突
然
世
界
が
終
わ
る
と
し
た
ら
、
1
人
で

制
作
し
て
い
て
は
と
て
も
間
に
合
わ
な
い
と
思
い
ま

し
た
」

　

荒
神
氏
の
頭
の
中
に
あ
る
違
和
感
や
夢
で
見
た
光

景
を
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
南
川
が
言
説
化
し
、

イ
ン
ス
ト
ー
ラ
ー
と
し
て
増
井
宏
文
が
実
現
化
す
る
。

「
目
﹇m

é

﹈」
の
結
成
以
降
、
作
品
の
規
模
も
テ
ー

マ
も
広
が
り
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
さ
い
た
ま
国
際
芸

術
祭
で
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
想
像
以
上
に
大
変
で
。
南
川
も
言
っ
て
る
ん
で
す

が
、
芸
術
祭
な
ど
で
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
わ
が
ま
ま
を
言

っ
て
き
た
私
た
ち
へ
の
罰
じ
ゃ
な
い
か
と
（
笑
）」

　

買
い
上
げ
が
決
ま
っ
た
と
き
、「
こ
ん
な
チ
ー
プ

な
素
材
で
大
丈
夫
？
」
と
不
安
に
な
っ
た
と
い
う
。

16
年
ぶ
り
に
紐
解
か
れ
る
、
彼
女
の
原
点
が
詰
ま
っ

た
《reflectw

o

》。
そ
の
背
景
を
知
っ
た
あ
な
た

の
目
に
は
、
一
体
ど
ん
な
ふ
う
に
映
る
だ
ろ
う
か
。

文＝藤原えりみ21



　

3
体
の
人
体
像
と
、
2
つ
の
木
彫
。
今
回
の
『
買

上
展
』
に
彫
刻
科
が
選
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
も
っ
と

も
古
い
も
の
は
1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年
買
い
上
げ
。

以
降
、
順
に
並
べ
る
と
、
59
年
、
63
年
、
64
年
。
73

年
作
の
立
像
が
も
っ
と
も
新
し
く
、
大
学
美
術
館
に

収
蔵
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
の
時
を
経
た
計

算
に
な
る
。

　

美
術
学
部
の
な
か
で
も
っ
と
も
古
い
歴
史
を
持
つ

科
の
出
品
作
選
び
の
基
準
は
、
ご
く
シ
ン
プ
ル
だ
っ

た
。「
古
い
時
代
の
女
性
作
家
か
ら
時
系
列
に
沿
っ

て
順
番
に
」。
発
案
者
は
小
谷
元
彦
准
教
授
で
あ
る
。

「
学
科
の
な
か
で
自
分
が
セ
レ
ク
ト
を
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
反
射
的
に
決
め
ま
し
た
。
他
の
学
科
の
選

ん
だ
作
品
を
見
た
ら
、
歴
史
を
定
点
観
測
し
て
選
ば

「彼女たち」と買上展

彫刻科・小谷元彦准教授は
 なぜ女性作家を選んだのか？

山口信子《習作》  1952年  石膏  高さ85.7cm

各科が独自の観点で過去の買い上げ作品から選び、展示する
『買上展』第２部。彫刻科が示した作品選択の方針は

女性作家の作品を古い順から５点、という明快なものだった。
何を思い、そう決めたのか。提案者の小谷准教授に尋ねた。

文＝大谷道子
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れ
て
い
た
印
象
だ
っ
た
の
で
、『
あ
れ
、
違
う
や
り

方
し
て
し
ま
っ
た
か
な
？
』
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
」

　

迷
い
の
な
い
チ
ョ
イ
ス
は
、
い
か
に
も
天
才
肌
ら

し
い
│
│
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
決
断
の

足
元
に
は
、
小
谷
准
教
授
が
抱
い
て
い
た
彫
刻
の
世

界
、
お
よ
び
藝
大
彫
刻
科
の
成
り
立
ち
や
歴
史
に
つ

い
て
の
疑
問
と
問
題
意
識
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

　

客
観
性
と
熱
を
併
せ
持
っ
た
作
品

「
も
と
も
と
彫
刻
家
に
は
男
性
が
多
く
て
、
近
代
彫

刻
史
に
出
て
く
る
名
前
も
男
性
ば
か
り
。
僕
自
身
は

学
生
時
代
、
レ
ベ
ッ
カ
・
ホ
ー
ン
や
エ
ヴ
ァ
・
ヘ
ス

の
作
品
が
好
き
で
女
性
作
家
の
切
り
口
に
は
興
味
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
藝
大
の
彫
刻
科
に
は
い
つ
か
ら
、

ど
の
く
ら
い
女
性
が
い
た
ん
だ
ろ
う
？
と
い
う
こ
と

が
、
以
前
か
ら
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
こ
の
機
会
に
調
べ
て
み
よ
う
と
」

　

彫
刻
科
の
歴
史
は
、
1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
の

東
京
美
術
学
校
設
立
と
同
時
に
始
ま
る
。
最
初
は
木

彫
、
そ
の
後
に
塑
造
が
加
わ
っ
て
統
合
さ
れ
、
戦
後

の
1
9
4
9
（
昭
和
24
）
年
の
大
学
組
織
後
、
現
在

の
彫
刻
科
に
再
編
さ
れ
た
。

　

女
性
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
の
は
、
東
京
美
術

学
校
時
代
の
46
（
昭
和
21
）
年
。
だ
が
、
大
学
美
術

館
の
古
田
亮
教
授
を
介
し
た
調
査
で
は
、
そ
れ
か
ら

3
年
間
の
入
学
者
数
の
内
訳
に
つ
い
て
は
記
録
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
藝
大
と
な
っ
て
最
初
の
49
年
に

は
22
名
の
彫
刻
科
新
入
生
の
う
ち
女
性
が
3
名
、
翌

50
年
は
26
名
中
4
名
、
51
年
は
33
名
中
2
名
。
49
年

か
ら
の
10
年
間
の
彫
刻
科
2
3
4
名
の
全
入
学
者

中
で
は
32
名
で
、
全
体
の
13
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
。
女
性
作
品
初
の
買
い
上
げ
作
《
習
作
》

を
つ
く
っ
た
山
口
信
子
が
入
学
し
た
の
は
、
東
京
美

術
学
校
時
代
の
最
後
の
年
あ
た
り
と
推
測
さ
れ
る
。

「
実
物
を
見
る
前
に
写
真
で
見
て
、『
あ
、
い
い
』

と
思
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
近
代
彫
刻
史
に
出
て
く

る
作
品
と
も
少
し
違
っ
て
い
る
し
。

こ
の
頃
で
あ
れ
ば
、
技
術
的
に
つ
く

り
込
ん
だ
り
す
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、

あ
ま
り
具
象
的
で
な
く
、
当
時
新
し

か
っ
た
石
膏
の
直
付
け
と
い
う
手
法

を
使
っ
た
、
粘
り
強
い
作
業
プ
ロ
セ

ス
を
感
じ
る
。
女
性
像
と
し
て
も
、

匿
名
性
が
強
い
感
じ
が
興
味
深
い
」

　

確
か
に
、
そ
れ
に
続
く
日
髙
頼
子

の
《
女
》、
鷲
崎
直
子
の
《
立
像
》

に
も
、
具
象
的
と
い
う
よ
り
は
、
ど

石澤ミヨ《芽》  1959年  木  高さ35.5cm

日 頼子《女》  1963年  ポリエステル樹脂
高さ131.8cm

23



こ
か
人
体
、
こ
と
に
女
性
の
姿
を
客
観
視
す
る
冷
静

な
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
。
対
し
て
、
木
彫
の
2
作
品
、

石
澤
ミ
ヨ
の
《
芽
》、
水
谷
た
き
の
《
作
品
Ｉ
》
は
、

素
朴
な
佇
ま
い
な
が
ら
、
静
か
な
情
熱
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
だ
。

「
彫
刻
と
い
う
と
、
重
た
く
て
大
き
な
も
の
を
扱
う

の
だ
か
ら
力
の
あ
る
男
性
の
ほ
う
が
有
利
な
の
で

は
？
と
考
え
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

は
誤
解
も
多
分
に
あ
っ
て
。
要
は
体
の
使
い
方
で
、

要
領
さ
え
よ
け
れ
ば
ハ
ン
デ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

逆
に
力
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
力
を
無
駄
に
使

っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
」

　

初
期
女
性
作
家
の
作
品
の
共
通
点
を
尋
ね
る
と
、

「
ど
れ
も
、
す
ご
く
制
作
へ
の
熱
を
感
じ
ま
す
。
き

れ
い
に
整
え
る
こ
と
よ
り
も
、
時
間
を
か
け
て
素
材

と
向
き
合
っ
て
い
る
雰
囲
気
か
ら
も
」
と
小
谷
准
教

授
。
美
術
界
で
も
、
学
校
内
で
も
、
ま
だ
女
性
が
圧

倒
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
時
代
、
何
を
思
い
、

ど
の
よ
う
に
制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
た
の
か
│
│
彼

女
た
ち
の
在
学
中
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
残
念

な
が
ら
母
校
に
は
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

「
美
術
史
家
の
木
下
直
之
さ
ん
の
本
に
よ
る
と
、
藝

大
の
彫
刻
科
の
最
初
の
入
学
試
験
で
は
定
員
割
れ
だ

っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
彫
刻
と
は
い
っ
た
い
何
な
の

か
、
そ
の
こ
と
を
ま
だ
誰
も

わ
か
っ
て
い
な
く
て
、
謎
多

き
芸
術
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
代
で
、
さ
ら
に
男

性
が
圧
倒
的
に
多
い
環
境
に

飛
び
込
ん
で
き
た
わ
け
だ
か

ら
、
か
た
い
決
心
が
あ
っ
た

ん
だ
ろ
う
な
と
想
像
し
ま
す
。

で
も
、
彫
刻
家
を
目
指
す
こ

と
自
体
が
困
難
だ
っ
た
時
代

で
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
て
作

品
を
つ
く
り
、
結
果
を
残
し
た
こ
と
は
確
か
で
す
ね
」

　

作
品
は
残
る
。
そ
し
て
、
作
品
は
語
り
、
伝
え
る
。

そ
の
価
値
と
、
関
わ
っ
て
き
た
人
の
歴
史
を
。

「
こ
れ
ま
で
の
大
学
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で

は
捉
え
て
こ
な
か
っ
た
角
度
で
作
品
を
選
ん
で
み
た

い
な
と
思
っ
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

藝
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
他
の
美
術
館
と
違
う
の
は
、

学
生
作
品
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
は
、

埋
も
れ
る
過
去
を
発
掘
で
き
る
記
録
性
が
最
も
大
事
。

彫
刻
を
志
し
た
女
性
の
記
録
を
表
に
出
す
こ
と
で
、

次
の
世
代
に
こ
の
国
の
芸
術
の
は
じ
ま
り
の
手
が
か

り
を
残
す
こ
と
は
で
き
る
の
か
な
、
と
」

水谷たき《作品 I》  1964年  木  高さ87.5cm

池田カオル《問》  1970年  石（多胡石）
高さ160.0cm　※本作は買上展では展示されません
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展
示
す
る
こ
と
は
、
時
代
に
刻
印
す
る
こ
と

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
小
谷
准
教
授
が
藝
大
美
術

学
部
彫
刻
科
に
入
学
し
た
91
（
平
成
3
）
年
に
は
、

女
性
は
22
名
中
8
名
。
8
年
後
の
99
年
に
は
20
名
の

う
ち
半
数
の
10
名
、
そ
し
て
2
0
1
7
年
に
は
20

名
中
13
名
と
、
つ
い
に
男
女
比
が
逆
転
す
る
。

「
今
、
学
生
を
指
導
し
て
い
て
も
、
男
女
の
差
は
何

も
感
じ
な
い
で
す
ね
。
僕
に
と
っ
て
今
回
、
発
見
だ

っ
た
の
は
、
こ
ん
な
に
早
く
か
ら
、
彫
刻
科
の
教
授

陣
が
女
性
の
作
品
を
評
価
し
て
い
た
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
近
代
彫
刻
は
男
社
会
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
歴
史

の
中
心
地
だ
っ
た
藝
大
で
は
評
価
し
て
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
な
と
、
正
直
、
疑
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

割
合
と
し
て
は
10
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
の
女
子
学
生

の
作
品
を
フ
ラ
ッ
ト
に
見
て
、
こ
う
し
て
買
い
上
げ

作
品
に
選
ん
で
い
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、
違
う
角

度
か
ら
近
代
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
部
分
も
、
伝
え
て
お
き
た
い
で
す
」

　

小
谷
准
教
授
の
発
見
に
は
、
さ
ら
に
続
き
が
あ
っ

た
。
買
上
展
で
展
示
す
る
5
点
に
加
え
て
、
実
は
も

う
1
点
、
同
時
代
に
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
た
女
性
作

家
の
作
品
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
70
年
作
の
池
田
カ
オ
ル
の
作
品
。
藝
大

美
術
学
部
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、

い
つ
か
目
に
留
め
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

美
術
学
部
中
央
棟
1
階
の
中
庭
的
な
ス
ペ
ー
ス
に
長

年
展
示
さ
れ
て
い
る
石
彫
だ
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
ま
で
は
ず
っ
と
、
あ
の
作
品

が
見
え
る
部
屋
で
教
授
会
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

当
時
か
ら
『
誰
の
、
い
つ
の
作
品
だ
ろ
う
？
』
と
気

に
な
っ
て
は
い
た
ん
で
す
が
…
…
」

　

静
か
に
佇
む
作
品
の
題
名
は
《
問
》。
作
品
と
向

き
合
い
、
彼
女
た
ち
の
存
在
感
が
私
た
ち
に
問
い
か

け
る
も
の
に
つ
い
て
、
ひ
と
と
き
心
を
巡
ら
せ
る
。

「
僕
た
ち
が
作
品
を
見
て
い
た
の
で
は
な
く
、
実
は

作
品
が
僕
た
ち
を
見
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

鷲崎直子《立像》  1973年  石膏  高さ181.4cm
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日
本
随
一
と
い
わ
れ
る
難
関
入
試
を
突
破
し
、
こ
の
春
、

晴
れ
て
藝
大
生
に
な
っ
た
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
う
、
藝
大
の
授
業
を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
来
、

こ
の
高
い
高
い
壁
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
よ
ね
。
そ
ん
な
場
に
6
年
も
お
邪
魔
し
て
い
る
素
人
記

者
の
私
は
、
な
ん
と
い
う
果
報
者
。
と
い
う
か
、
そ
ろ
そ

ろ
藝
大
に
授
業
料
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
…
…
。

　
も
と
い
、
実
は
藝
大
の
授
業
や
研
究
の
内
容
は
、
限
ら

れ
た
機
会
で
は
あ
る
も
の
の
、
実
は
参
観
す
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
で

今
回
は
大
学
院
映
像
研
究
科
、

音
楽
学
部
音
楽
環
境
創
造
科
が

年
に
何
度
か
開
催
し
て
い
る
公

開
講
座
に
潜
入
取
材
。
ど
ち
ら

も
参
加
費
は
無
料
で
し
た
。

　
ま
ず
は
2
0
2
2
年
12
月
、

神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
藝
大

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
つ
、
馬

授業
　 SANKAN

藝大の授業を、あなたもSANKANできる！

学生も教授もドキドキの「公開講座」に注目です。

挿絵＝小柳景義　文＝大谷道子

ひらけ！  研究室編

大学院映像研究科アニメーション専攻

伊藤有壱研究室
＋

音楽学部音楽環境創造科

プロジェクトアートプロデュース

毛利嘉孝研究室

大
学
院
映
像
研
究
科
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

伊
藤
有
壱
研
究
室

PART 1
光
を
当
て
風
を
通
し
、

作
品
と
作
者
を

育
て
て
い
く

愛らしくも示唆に富ん
だ短編アニメ『Doron 
Coron』は tvk（テレビ
神奈川）で早朝放送中。



車
道
校
舎
へ
。
こ
の
日
開
催
さ
れ
る
の
が
、
大
学
院
映
像

研
究
科
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
が
横
浜
市
と
共
催
す
る

「O
PEN

 IN
N

O
VA

TIO
N

」。
08
年
の
専
攻
設
置
以
来
、

地
域
貢
献
事
業
と
し
て
不
定
期
で
開
催
し
て
い
る
公
開
講

座
の
今
回
の
タ
イ
ト
ル
は
「
人
・
環
境
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
〜
創
作
世
界
と
現
実
世
界
の
相
関
〜
」。
人
と
環
境
と

い
う
と
、
や
は
り
社
会
的
に
関
心
の
高
い
S
D
G
s
（
環

境
問
題
、
差
別
や
貧
困
な
ど
人
権
に
根
ざ
し
た
問
題
を
協

力
し
て
解
決
し
よ
う
！
と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
）
の
波
が

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
界
に
も
。
全
世
界
的

な
課
題
で
す
も
ん
ね
。

「
い
や
、
正
直
な
と
こ
ろ
を
言
う
と
、

私
自
身
は
ま
だ
S
D
G
s
に
懐
疑
的

だ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
」

　
率
直
に
こ
う
語
っ
た
の
は
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
専
攻
の
伊
藤
有
壱
教
授
。
ご
自
身
も
数
々
の
立

体
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
手
が
け
る
第
一
線
の
作
家
が
、

今
回
の
公
開
講
座
の
企
画
者
で
あ
る
。

「
ま
ず
は
自
分
が
十
分
な
理
解
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う

の
が
第
一
の
理
由
。
そ
し
て
環
境
だ
け
で
な
く
S
D
G
s

に
は
と
に
か
く
テ
ー
マ
が
多
く
、
そ
の
ど
れ
か
に
接
点
が

あ
る
作
品
は
S
D
G
s
で
あ
る
と
い
う
く
く
ら
れ
方
を

す
る
の
も
、
個
人
で
作
品
を
制
作
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
は
腑
に
落
ち
に
く
く
…
…
。
で
す
か
ら
、
理
解
を
深

め
る
た
め
に
も
ま
ず
は
今
回
、
こ
う
し
た
機
会
を
つ
く
っ

て
出
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
よ
と
い
う
思
い
で
す
」

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
、
公
開
講
座
の
前
半
は
伊
藤
教

授
が
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
セ
レ
ク
ト
し
た
作
品
の
上
映
。

戦
乱
の
続
く
時
代
に
荒
野
で
植
樹
を
続
け
た
寡
黙
な
男
の

一
生
を
描
き
1
9
8
7
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
短
編
ア
ニ

メ
作
品
賞
を
受
賞
し
た
『
木
を
植
え
た
男
』（
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
・
バ
ッ
ク
監
督
）
と
、
種
を
内
包
し
た
土
の
塊
の
愉

快
な
旅
を
描
い
た
伊
藤
教
授
に
よ
る
立
体
ア
ニ
メ
作
品

『D
oron Coron

』（
2
0
1
2
年
）、
そ
し
て
藝
大
の
修

了
生
・
現
役
生
の
作
品
6
本
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
後
半

は
、
世
界
を
舞
台
に
発
言
す
る
若
き
環
境
問
題
専
門
家
を

招
い
て
学
生
・
修
了
生
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
こ
の

2
本
立
て
で
「
こ
の
社
会
の
問
題
と
自
分
が
心
血
を
注
ぐ

創
作
世
界
に
は
、
本
当
に
接
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

を
問
い
か
け
る
の
が
、
教
授
の
狙
い
だ
。
1
0
0
席
ほ

ど
の
会
場
は
ほ
ぼ
満
員
。
学
生
や
学
内
関
係
者
だ
け
で
な

く
年
齢
も
属
性
も
さ
ま
ざ
ま
。
こ
の
多
様
な
観
客
を
前
に
、

い
よ
い
よ
公
開
講
座
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

『
木
を
植
え
た
男
』
と
『D

oron Coron

』
は
、
あ
る

意
味
直
接
的
に
自
然
と
循
環
に
リ
ー
チ
し
た
作
品
。
続
く

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
の
修
了
生
・
現
役
生
の
作
品
の
テ

E テレのクレイアニメ『ニ
ャッキ！』の作者でもある
伊藤教授。ハット姿とロン
グヘアは学内でもお馴染み。

右上から時計回りに佐座さ
ん、白石さん、多田さん、副
島さん。アニメーションと
社会の接点を真摯に探った。
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ー
マ
は
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
作
者
と
同
年
代

の
女
性
の
精
神
世
界
を
描
写
し
た
も
の
、
滅
び
ゆ
く
時
空

間
に
息
づ
く
神
秘
の
存
在
に
目
を
凝
ら
し
た
も
の
、
戦
争

や
災
害
の
な
か
で
も
確
か
に
息
づ
く
命
の
輝
き
を
す
く
い

取
っ
た
も
の
…
…
数
分
間
の
短
い
映
像
の
ど
れ
に
も
、
作

者
の
眼
差
し
と
切
実
な
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

「
学
生
は
自
分
で
テ
ー
マ
を
発
見
し
、
作
品
を
つ
く
り
上

げ
ま
す
。
そ
の
自
由
度
は
と
て
も
尊
重
し
て
い
て
、
基
本

的
に
企
画
へ
の
介
入
は
し
ま
せ
ん
」
と
伊
藤
教
授
。
修
士

課
程
で
学
生
は
修
了
制
作
を
含
め
て
2
本
の
作
品
を
仕
上

げ
る
が
、
テ
ー
マ
に
自
分
自
身
の
体
験
や
心
境
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
る
の
は
、
学
生
作
家
の
全
世
界
的
な
傾
向
で
あ

る
と
い
う
。
と
き
に
は
辛
い
体
験
で
受
け
た
心
の
傷
と
も

真
剣
に
向
き
合
う
制
作
の
過
程
に
、
教
授
陣
は
技
術
と
経

験
、
そ
し
て
深
い
思
い
や
り
を
も
っ
て
寄
り
添
う
。

　

昨
年
暮
れ
の
某
日
、
修
了
制
作
の
追
い
込
み
段
階
を
迎

え
た
撮
影
ス
タ
ジ
オ
を
覗の

ぞ

く
と
、
一
カ
ッ
ト
一
カ
ッ
ト
に

全
神
経
を
集
中
さ
せ
て
の
撮
影
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
先

生
か
ら
の
助
言
、
立
ち
合
っ
た
ゼ
ミ
生
仲
間
か
ら
の
、
控

え
め
な
が
ら
も
真し

ん

摯し

な
感
想
の
言
葉
を
受
け
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
思
考
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

公
開
講
座
冒
頭
に
「
今
日
上
演
さ
れ
る
作
品
に
は
、

S
D
G
s
を
念
頭
に
制
作
さ
れ
た
作
品
は
一
作
も
あ
り

ま
せ
ん
」
と
伊
藤
教
授
が
念
押
し
し
た
の
も
、
頷う

な
ず

け
る
。

切
実
な
思
い
を
も
っ
て
世
界
と
向
き
合
っ
た
作
品
に

「
S
D
G
s
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
す
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
簡
単
に
貼
り
つ
け
て
し
ま
う
の
は
、
い
か
に
も
乱
暴
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
学
生
た
ち
が
作
品
を
通
し
て
向
き
合
う
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
に
は
、
や
は
り
い
や
お
う
な
く
〝
い
ま
〞

が
滲に

じ

ん
で
い
る
。
政
治
も
社
会
も
、
人
種
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
、
彼
ら
が
い
ま
、
そ
し
て
こ

の
先
の
人
生
で
長
く
向
き
合
っ
て
い
く
も
の
。
も
ち
ろ
ん

環
境
問
題
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
講
座
後
半
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
年
上
の
識
者
で
は
な
く
同
年
代
の
専
門
家
を
学

外
か
ら
招
い
た
の
も
「
よ
り
身
近
な
課
題
と
し
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
い
う
伊
藤
教
授
の
配
慮
か
ら
。

英
国
で
大
学
院
に
学
び
つ
つ
C
O
P
（
国
連
気
候
変
動

枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）
26
の
日
本
ユ
ー
ス
代
表
を
務
め

る
な
ど
世
界
を
舞
台
に
活
動
す
る
佐さ

座ざ

槙ま

苗な

さ
ん
は
27
歳
。

環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
小
学
生
の
頃
に

見
た
『
も
の
の
け
姫
』（
1
9
9
7
年
・
宮
崎
駿
監
督
）
だ

と
い
う
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
世
代
だ
。

「
皆
さ
ん
の
作
品
を
拝
見
し
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
人

の
心
を
動
か
す
力
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
ま
し
た
」
と
佐
座
さ
ん
。
物
語
を
つ
く
り
な
が
ら
、

ど
う
や
っ
て
社
会
と
の
接
点
を
持
ち
続
け
る
か
。
国
内
で

は
ま
だ
ま
だ
低
い
S
D
G
s
へ
の
理
解
は
、
現
代
社
会

に
生
き
る
人
の
心
の
問
題
を
形
に
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
で
深
め
ら
れ
る
の
か
。
環
境
活
動
と
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
の
関
係
に
つ
い
て
、
同
年
代
な
ら
で
は
の
率
直
な
声

が
や
り
取
り
さ
れ
、
観
客
が
そ
れ
に
聞
き
入
る
。

「
一
枚
一
枚
を
描
い
て
時
間
を
つ
く
っ
て
い
く
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
心
や
感
情
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
つ
く
る
と

き
に
欠
か
せ
な
い
〝
ゆ
ら
ぎ
〞
の
要
素
が
表
現
し
や
す

い
」
と
実
感
を
語
っ
た
の
は
、
等
身
大
の
女
性
を
主
人
公

に
し
た
作
品
を
制
作
し
た
修
士
1
年
の
多
田
あ
か
り
さ
ん
。

「
一
人
の
感
情
に
寄
り
添
っ
て
内
面
を
描
き
、
個
人
の
物

語
を
丁
寧
に
深
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
問
題
、

ゼミでのひとコマ。制作は
個人作業なので、メンバー
からの指摘は貴重な機会だ。
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も
っ
と
大
き
な
背
景
に
あ
る
社
会
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て

い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
は
、
物
事
の
非
永
遠
性
を
テ
ー

マ
に
立
体
ア
ニ
メ
に
取
り
組
む
博
士
後
期
課
程
2
年
の
副

島
し
の
ぶ
さ
ん
の
弁
だ
。
唯
一
、
修
了
生
と
し
て
参
加
し

た
の
は
、
身
近
な
人
の
東
日
本
大
震
災
被
災
体
験
を
ベ
ー

ス
に
現
実
の
な
か
に
埋
も
れ
た
真
実
を
描
き
出
す
作
品
を

修
了
制
作
と
し
、
現
在
も
被
災
地
と
つ
な
が
り
な
が
ら
創

作
を
続
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
・
白
石
慶
子
さ
ん
。

「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
動
か
な
い
も
の
を
動
か
し
て

『
ア
ニ
マ
（
＝
魂
、
精
神
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
語
源
）』

を
吹
き
込
む
。
命
は
人
や
自
分
だ
け
で
な
く
自
然
に
も
、

そ
の
ほ
か
い
ろ
ん
な
も
の
に
も
宿
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
…
…
そ
れ
を
伝
え
る
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
る
。
1
時
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
文
化
を
変
え
ら
れ
る
の
は
ア
ー
ト
の
力
だ
と
信
じ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
何
を
発
信
し
、
観
客
が
そ
れ

に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
に
よ
っ
て
、
日
本
文
化
に
お

け
る
S
D
G
s
が
ど
れ
だ
け
実
現
で
き
る
か
が
変
わ
っ

て
く
る
は
ず
」
と
い
う
佐
座
さ
ん
の
言
葉
と
一
同
の
笑
顔
、

そ
し
て
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
た
。

「
ト
ラ
イ
ア
ル
な
公
開
講
座
で
し
た
が
、
少
し
で
も
嘘
の

な
い
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
で
」
と
、
終
了
後
の

伊
藤
教
授
も
ホ
ッ
と
し
た
表
情
。
作
品
を
発
表
す
る
こ
と

は
、
い
わ
ば
観
客
の
心
に
種
を
蒔ま

き
、
苗
木
を
植
え
る
行

為
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
人
一
人
の
作
家
が
精
魂
込
め
て

育
て
た
一
作
一
作
が
、
見
た
人
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
育

っ
て
い
く
か
…
…
公
開
講
座
は
、
観
客
の
心
を
、
ひ
い
て

は
社
会
を
耕
す
た
め
の
機
会
に
も
な
り
う
る
。

「
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
生
み
出
し
た
ア
ニ
マ
は
、
こ

う
や
っ
て
ち
ゃ
ん
と
外
の
光
に
当
て
て
、
風
を
吹
か
せ
て
、

成
長
を
見
届
け
な
き
ゃ
…
…
そ
こ
ま
で
が
制
作
と
い
う
こ

と
な
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま
す
」

学 生 が 制 作 し た 作 品 は
「GEIDAI ANIMATION」 公
式 YouTube・Vimeo で 公
開中。作者と時代の息吹に
触れてほしい。

修士 2年の新海大吾さんが
組んだ撮影セット。ガラス
板の下に背景を、上にキャ
ラクターを重ねてコマ撮り。

水の表現を追求した新海さ
んの秘密兵器は透明なグル
ー（接着剤）。粘土製の背
景には温かな手作り感が。
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さ
て
、
次
に
や
っ
て
き
た
の
は
東
京
・
足
立
区
に
あ
る

千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
。
2
0
2
2
年
12
月
上
旬
、
普
段
は

授
業
が
行
わ
れ
な
い
土
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
内
は

活
気
に
満
ち
て
い
た
。
こ
の
両
日
は
「
千
住A

rt Path 
2022

」
と
題
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
期
間
。
音
楽
学
部
音
楽

環
境
創
造
科
（
略
し
て
「
音
環
」）
と
大
学
院
音
楽
研
究

科
音
楽
文
化
学
専
攻
音
楽
音
響
創
造
分
野
に
よ
る
、
年
に

1
度
の
研
究
発
表
会
の
日
な
の
で
あ
る
。

　

各
部
屋
を
覗
く
と
、
展
示
あ
り
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
作
品
あ
り
…
…
音
環
ら
し
く
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

音
楽
、
音
声
も
響
い
て
く
る
賑に

ぎ

々に
ぎ

し
さ
。
入
っ
て
す
ぐ
の

ホ
ー
ル
で
は
、
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ス
の
よ
う
な
セ
ッ
ト
で
ト
ー

ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
日
見
学
す
る
の
は
、
音

環
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
毛
利
嘉
孝

研
究
室
に
よ
る
公
開
発
表
。
藝
大
で
行
わ
れ
て
い
る
ゼ
ミ

を
見
学
、
体
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
だ
。

「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
現
代
文
化
を
研
究
す
る
こ
と
・
実

践
す
る
こ
と
」
と
い
う
講
座
の
ポ
リ
シ
ー
ど
お
り
、
こ
こ

は
藝
大
に
は
珍
し
い
社
会
学
系
の
研
究
室
。
担
当
の
毛
利

嘉
孝
教
授
は
、
経
済
学
部
の
出
身
な
が
ら
人
文
一
般
、
社

会
科
学
、
ア
ー
ト
、
音
楽
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
縦
横
無

尽
の
研
究
、
評
論
活
動
を
行
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

2
日
間
で
8
人
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
会
場
と
な
る
教

室
の
席
に
着
く
と
、
す
で
に
在
校
生
と
思
わ
れ
る
学
生
た

ち
を
中
心
に
聴
講
希
望
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

最
初
の
発
表
テ
ー
マ
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お

け
る
音
楽
の
聴
か
れ
方
・
広
ま
り
方
」。
体
調
の
関
係
で

発
表
者
が
リ
モ
ー
ト
参
加
と
い
う
の
も
、
当
世
風
だ
。

S
N
S
、
と
く
に
動
画
共
有
ア
プ
リ
のTikTok

が
い
か

に
近
年
の
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
か

研究発表の一環として自身の YouTube チ
ャンネルの番組収録を行った学部 3年の遠
入夏希さん（左）。「藝大を横断し、違う才
能を持つ人と交流を深めたい」と語る。

PART 2 「
超
現
代
」を
ゆ
く

は
み
出
し
者
よ
、

こ
こ
に
集
え

音
楽
学
部
音
楽
環
境
創
造
科

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

毛
利
嘉
孝
研
究
室

博覧強記にして愛情あふれ
る指導で学生たちから全幅
の信頼を置かれる毛利教授。
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に
つ
い
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
を

も
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。

「
ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
ア
プ
リ
の
特
徴
と
使
い
方
か
ら

ご
紹
介
し
ま
す
」。
発
表
者
の
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
、
は

じ
め
て
知
るTikTok

の
仕
組
み
（
私
だ
け
か
も
）。
へ

え
、
こ
う
や
る
の
ね
、
え
、
こ
ん
な
使
い
方
も
で
き
る
ん

だ
…
…
と
も
は
や
当
た
り
前
す
ぎ
て
誰
に
も
聞
け
な
い
こ

と
が
普
通
に
勉
強
に
な
る
…
…
の
が
目
的
で
は
な
く
、
ヒ

ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
と
は
違
う
音
楽
の
伝
播
方
法
が
、
要
点
を

押
さ
え
た
解
説
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
音
環
は
入
試
の
面
接
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
が
あ
り
、
入
学
し
た
時
点
で
学

生
た
ち
は
あ
る
程
度
の
ス
キ
ル
を
す
で
に
身
に
つ
け
て
い

る
と
の
こ
と
。
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ
を
決
め
て

研
究
を
深
め
る
ゼ
ミ
が
1
年
次
か
ら
必
修
な
の
で
、
つ
ま

り
藝
大
一
〝
発
表
慣
れ
〞
し
た
学
生
た
ち
な
の
だ
。
発
表

が
拍
手
で
締
め
く
く
ら
れ
る
と
、
毛
利
教
授
の
講
評
が
行

わ
れ
、
研
究
を
深
め
る
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
る
。

　

音
環
だ
け
に
、
や
は
り
音
楽
専
門
か
と
思
い
き
や
、
次

の
テ
ー
マ
は
「
観
客
に
と
っ
て
理
想
の
劇
場
と
は
」。
発

表
者
は
年
に
1
0
0
本
近
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
劇

す
る
舞
台
フ
リ
ー
ク
で
、
大
好
き
な
演
目
が
設
備
の
よ
く

な
い
劇
場
の
せ
い
で
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
経
験
を

も
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

使
っ
て
観
劇
愛
好
者
の
意
見
な
ど
を
収
集
し
た
と
い
う
。

「
そ
ん
な
に
ひ
ど
い
劇
場
が
あ
る
の
？　

そ
こ
を
褒
め
て

い
る
人
は
い
な
い
の
？
」
毛
利
教
授
の
問
い
に
「
た
ぶ
ん

一
人
も
い
ま
せ
ん
！
」
と
断
言
（
愛
ゆ
え
の
強
さ
）。
好

き
が
高
じ
て
の
熱
意
に
水
を
差
す
こ
と
な
く
、
教
授
は
調

査
の
仕
方
、
研
究
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
切
り
口
な

ど
を
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

の
伊
藤
ゼ
ミ
も
そ
う
だ
が
、
藝
大
、
本
当
に
教
授
陣
の
寛

容
な
伴
走
ぶ
り
が
す
ば
ら
し
い
の
で
す
。

　

後
半
2
本
の
発
表
は
い
ず
れ
も
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー

マ
で
は
あ
っ
た
が
、
1
本
は
大
正
期
の
流
行
歌
「
カ
チ
ュ

ー
シ
ャ
の
唄
」（
こ
の
回
、
年
配
の
観
客
多
め
）、
も
う
1

本
は
、
昨
今
再
生
の
際
に
飛
ば
さ
れ
が
ち
だ
と
噂
の
〝
ギ

タ
ー
ソ
ロ
〞
の
歴
史
研
究
と
い
う
ラ
ン
ダ
ム
ぶ
り
。
小
唄

と
ロ
ッ
ク
が
脳
内
で
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
か
け
た
と

こ
ろ
で
休
憩
時
間
を
迎
え
る
と
、「
こ
ん
な
感
じ
な
ん
で

す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
毛
利
教
授
か
ら
声
が
。

「
指
導
方
針
は
、
完
全
に
『
放
牧
』
で
す
（
笑
）。
テ
ー
マ

が
い
ろ
い
ろ
で
進
め
方
に
つ
い
て
も
個
人
差
が
大
き
い
で

す
が
、
年
に
1
度
は
必
ず
こ
こ
で
30
分
く
ら
い
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
共
通
課
題
と
し
て
あ
っ
て
。

普
段
は
仲
間
た
ち
と
話
す
こ
と
が
多
い
け
ど
、
こ
う
や
っ

て
外
部
の
方
に
聞
い
て
も
ら
う
の
は
、
い
い
訓
練
に
な
り

ま
す
ね
。
あ
と
は
年
明
け
に
、
音
環
の
教
授
陣
の
前
で
そ

れ
ぞ
れ
研
究
報
告
を
行
い
ま
す
」

　

そ
の
準
備
の
た
め
の
ゼ
ミ
授
業
、
後
日
、
見
学
さ
せ
て

レジュメもプレゼンの構成力
も社会人なみのゼミ生たち。
社会でも即戦力になりそう。
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も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
聴
講
し
た
テ
ー
マ
が
ま
た
、
さ

ら
に
多
種
多
様
。
若
者
た
ち
が
日
々
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
口
に

す
る
「
死
に
た
い
」
は
、
本
当
に
希
死
念
慮
の
告
白
な

の
か
？
を
追
究
す
る
「『
死
に
た
い
』
の
解
読
」
や
、

「YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
発
信
と
対
話
を
通
じ
て

自
己
表
現
の
在
り
方
を
考
え
る
」（
公
開
講
座
の
日
、
行

わ
れ
て
い
た
配
信
は
こ
の
研
究
の
一
環
だ
っ
た
）、
は
た

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ミ
ッ
ク
の
祭
典
の
歴
史
と
立
ち
位

置
を
考
察
し
た
り
、
漫
画
動
画
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
た

り
…
…
こ
の
超
ラ
ン
ダ
ム
な
テ
ー
マ
す
べ
て
に
的
確
に
コ

メ
ン
ト
で
き
る
毛
利
教
授
っ
て
聖
徳
太
子
さ
ま
で
す
か
？　

学
生
た
ち
も
「
何
で
も
受
け
止
め
て
も
ら
え
る
、
藝
大
一

自
由
な
ゼ
ミ
」「
は
み
出
し
者
に
優
し
い
」
と
居
心
地
を

絶
賛
。
研
究
室
の
風
通
し
の
よ
さ
が
窺う

か
が

え
る
。

　

た
だ
し
、
1
年
か
ら
4
年
ま
で
同
じ
テ
ー
マ
で
研
究
を

行
う
学
生
は
少
な
め
。
な
ぜ
な
ら
「
扱
う
モ
チ
ー
フ
が

〝
超
現
代
〞
だ
か
ら
」
と
、
毛
利
教
授
。

「
同
時
代
的
な
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
っ
て
、
そ
う
い

う
も
の
な
ん
で
す
よ
。
僕
に
し
た
っ
て
、
何
か
に

つ
い
て
書
い
て
い
る
最
中
に
、
気
が
つ
い
た
ら
そ

の
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
去
っ
て
い
た
り
す
る
（
笑
）。
藝
大
に

は
、
比
較
的
ゆ
っ
く
り
し
た
芸
術
文
化
を
扱
う
学
科
が
多

い
で
す
が
、
こ
こ
の
よ
う
に
現
代
を
扱
え
ば
変
わ
っ
て
い

く
の
は
し
ょ
う
が
な
い
。
で
も
、
た
と
え
次
か
ら
次
に
葬

り
去
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ま
た
新
し
い
テ
ー
マ
を
見
つ
け

て
、
そ
れ
を
調
べ
て
形
に
す
る
能
力

は
確
実
に
つ
く
。
最
終
的
に
は
、
そ

れ
が
各
人
の
蓄
積
に
な
っ
て

い
く
の
で
」

　

公
開
講
座
の
日
に
戻
る
と
、
学
生
の
発
表
後
に
は
、
特

別
ゲ
ス
ト
に
ボ
カ
ロ
P
（
歌
声
合
成
技
術
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）
で
音
楽
評
論
家
と
し
て
活
躍
す
る
鮎
川
ぱ
て
さ
ん

を
招
い
て
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
大
学

院
美
術
研
究
科
先
端
芸
術
表
現
専
攻
を
修
了
し
た
元
藝
大

生
で
も
あ
る
鮎
川
さ
ん
は
現
在
、
東
京
大
学
教
養
学
部
で

「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
音
楽
論
」
を
担
当
、
そ
の
講
義
の
様
子

を
伝
え
る
著
書
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
研
究
者
で
あ
る
。

　

性
別
を
感
じ
さ
せ
な
い
音
声
に
よ
る
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の

根
幹
に
あ
る
の
は
「
ア
ン
チ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
」（
＝
性

的
で
あ
る
こ
と
を
自
明
と
し
な
い
感
性
）
で
あ
る
と
鮎
川

さ
ん
。
そ
の
命
題
を
巡
っ
て
毛
利
教
授
と
対
話
し
た
の
ち
、

学部ゼミは全 12名。フレン
ドリーな空気ながら、発表内
容については鋭いツッコミも。

ボカロ P ゆえ実像はご容赦
を、の鮎川氏。4月からは藝
大でも講座がスタート！
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学
生
含
む
観
客
と
鮎

川
さ
ん
と
の
質
疑
応

答
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
と

Vtuber

（
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
活

動
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
。
性
を
誇
張
し
た

表
現
を
伴
う
場
合

も
）
の
棲す

み
分
け
と

は
？
」「
な
ぜ
藝
大
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
講
義
が
な
い
の
か
」
な
ど
、
討
議
と
意
見
交
換
が

活
発
に
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
音
環
受
験
を
志
し
て
い
る

と
い
う
高
校
生
参
加
者
（
会
場
に
あ
ふ
れ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム

感
！
）
か
ら
の
質
問
も
相
次
ぎ
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
の

大
盛
況
に
。
大
学
と
は
、
学
び
と
は
、
と
い
う
固
定
観
念

を
軽
々
と
飛
び
越
え
、
ま
さ
に
〝
超
現
代
〞
に
開
か
れ
た

場
の
活
気
が
た
ぎ
っ
て
い
た
。

「
一
点
突
破
型
の
人
も
い
る
し
、
横
断
型
で
い
ろ
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
く
タ
イ
プ
も
い
る
。
だ
か
ら
う
ち
の
研
究

室
で
は
、
学
生
に
何
を
提
供
す
る
か
と
い
う
よ
り
、
む
し

ろ
学
生
に
合
わ
せ
て
ど
う
動
く
か
…
…
。『
こ
う
い
う
こ

と
を
や
り
た
い
ん
だ
け
ど
、ど
う
し
た
ら
で
き
ま
す
か
？
』

と
い
う
声
に
、
藝
大
の
持
つ
資
源
を
使
い
な
が
ら
応
え
ら

れ
る
と
い
い
な
、
と
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
、
す
ご
く
多
様

な
資
源
を
秘
め
て
い
る
学
校
な
の
で
」
と
毛
利
教
授
。
大

学
は
学
び
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
個
々
が
研
究
を
深
め

る
場
。
そ
し
て
、
研
究
の
要
に
な
る
の
は
、
道
を
踏
み
外

し
て
も
踏
み
外
し
て
も
立
ち
上
が
る
、
強
い
意
志
だ
。

　

学
生
た
ち
の
興
味
関
心
を
育
て
、
さ
ら
に
高
く
広
く
羽

ば
た
か
せ
る
た
め
に
も
、
外
へ
外
へ
と
開
い
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
環
境
に
は
必
須
。
こ
の
「
授
業

S
A
N
K
A
N
」
も
及
ば
ず
な
が
ら
そ
の
一
助
に
な
れ

ば
…
…
と
い
う
こ
と
で
、
編
集
長
F
先
生
、
私
は
ま
だ

授
業
料
を
払
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
ね
？

ヨーロッパ・アジア諸国からの留
学生が半数近くを占めるワールド
ワイドな大学院ゼミ。日本語・英
語を交互に繰り出す講義は圧巻！
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今
回
本
誌
で
特
集
し
て
い
る

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
の

『
買
上
展
』
藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
2
0
2
3
。
3
月
31
日

〜
5
月
7
日
に
開
催
さ
れ
る
本

展
で
は
広
報
企
画
と
し
て
、
本

学
在
学
生
か
ら
広
報
動
画
を
募

集
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

藝
大
生
そ
れ
ぞ
れ
が
思
う

「
買
上
」に
つ
い
て
、
自
由
な
発

想
で
15
秒
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ

ー
を
制
作
し
て
も
ら
い
、
大
学

美
術
館
の
公
式Tw

itter
お
よ

びYouTube

で
紹
介
（
3
月
20

日
の
一
斉
公
開
後
の
応
募
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
）。
そ
し
て
、

4
月
28
日
12
時
の
時
点
で
再
生

回
数
が
最
も
多
か
っ
た
作
品
を

10
万
円
、
2
番
目
に
多
か
っ
た
作
品
を

5
万
円
で
大
学
美
術
館
が
買
い
上
げ
ま

す
。読
者
の
み
な
さ
ま
も
ぜ
ひTw

itter

お
よ
びYouTube

で
再
生
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

大
学
美
術
館
は
2
0
2
2
年
11
月

よ
り
、G

oogle

が
提
供
す
る G

oogle 

A
rts &

 C
ulture

に
て
、
収
蔵
品

1
3
1
件
の
高
解
像
度
画
像
の
オ
ン

ラ
イ
ン
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

G
oogle A

rts &
 C

ulture

は
、
11
年
か

らG
oogle

が
非
営
利
で
提
供
を
開
始

し
た
、
2
0
0
0
を
超
え
る
世
界
各

地
の
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
が
所
蔵
す

る
作
品
や
文
化
遺
産
を
鑑
賞
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ア
プ
リ
か

ら
大
学
美
術
館
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
で
、《
絵え

因い
ん

果が
き
ょ
う経
》（
8
世
紀

後
半
、
国
宝
）
や
狩
野
芳
崖
《
悲
母
観

音
》（
1
8
8
8
年
、
重
要
文
化
財
）

と
い
っ
た
国
指
定
文
化
財
か
ら
、
歴
代

の
卒
業
生
に
よ
る
自
画
像
や

近
年
納
入
さ
れ
た
学
生
制
作

品
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
時
代・

分
野
に
わ
た
る
収
蔵
品
の
高

解
像
度
画
像
を
作
品
解
説
と

と
も
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

藝
大
上
野
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
に
あ
る
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
買
え
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
は
、

『G
E

ID
A

I A
R

T JU
N

G
LE

 returns 

藝
大
密
林
化
計
画
』
展
を
5
月
28
日
ま

で
開
催
中
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

が
創
り
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち

で
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
を
「
ア
ー
ト
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
」
に
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
企
画
展
で
す
。
想
像
を
超
え
た
ア
ー

ト
の
密
林
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
6
〜
7
月
は
『
藝

大
神
話
―G

E
IS

H
IN

』

展
を
開
催
。
入
場
は
無

料
で
す
。

fお知らせ f
今後の催しや大学のさまざまな取り組みを紹介

藝大生がつくる「買上」ショートムービー公開中
再生回数が多かった作品を大学美術館が買い上げ

Google Arts & Culture の大学美術館のページ
で展開されているオンライン展示より

Google Arts & 
Culture の大学
美術館のページ

詳しくはこちらから

詳しくはこちらから

大学美術館がGoogle Arts & Cultureに参加
収蔵品の一部がオンラインで見られるように

20名超の作家による
藝大アートプラザの『藝大密林化計画』展
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大
学
美
術
館（
上
野
）の

　 
展
覧
会

f
本
館

『
買
上
展
』

藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
2
0
2
3

3
月
31
日
〜
5
月
7
日

台
東
区
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　
文
化
・
芸
術

の
杜 

上
野
を
巣
立
っ
た
芸
術
家
た
ち

6
月
17
日
〜
7
月
9
日

林
武
史
退
任
記
念
展

9
月
30
日
〜
10
月
15
日

f
陳
列
館

G
litches in Love: A N

ew
 Form

ula/

愛
の
グ
リ
ッ
チ
：
新
し
い
公
式

3
月
24
日
〜
4
月
9
日

解
／
拆
邊
界
―
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
に
お
け

る
木
版
画
実
践（
仮
）

4
月
29
日
〜
5
月
8
日

ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ナ
ウ

1
8
7
3
―

2
0
2
3

―
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
1
5
0
周
年
・

日
墺
文
化
交
流
記
念
事
業

5
月
16
日
〜
6
月
11
日

日
本
画
第
二
研
究
室 

素
描
展

6
月
17
日
〜
6
月
29
日

※
最
終
日
は
12
時
ま
で

工
芸
総
合
演
習
2
0
2
3

『
私
の
工
芸 

―
触
れ
る
工
芸
・
観
る
工
芸
―
』

7
月
14
〜
19
日
（
予
定
）

あ
な
た
の
ア
ー
ト
を
誰
に
見
せ
ま
す
か
？

8
月
8
〜
27
日
（
予
定
）

日
本
画
第
一
研
究
室 

研
究
発
表
展

9
月
1
〜
13
日

※
正
木
記
念
館
で
も
展
示
あ
り

う
る
し
の
か
た
ち
展
2
0
2
3

9
月
16
日
〜
10
月
1
日

   

奏
楽
堂（
上
野
）の
演
奏
会

藝
大
フ
ィ
ル
定
期
第
4
1
5
回

4
月
20
日

19
時

4
0
0
0
円

同
声
会
新
人
演
奏
会
2
0
2
3

4
月
22
日
・
23
日

各
14
時

各
2
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
1

5
月
11
日

11
時

1
5
0
0
円

藝
大
フ
ィ
ル
定
期
第
4
1
6
回

新
卒
業
生
紹
介
演
奏
会

5
月
20
日

15
時

3
0
0
0
円

管
打
楽
器
シ
リ
ー
ズ
2
0
2
3

5
月
21
日

14
時

一
般 

3
0
0
0
円

高
校
生
以
下 

1
0
0
0
円

五
芸
祭
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

5
月
28
日

14
時

無
料

問
い
合
わ
せ
：
学
生
課

☎
0
5
0
―

5
5
2
5
―

2
0
6
8

創
造
の
杜
2
0
2
3

6
月
2
日

19
時

3
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
2

6
月
8
日

11
時

1
5
0
0
円

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ケ
定
期
第
67
回

（
藝
大
フ
ィ
ル
定
期
第
4
1
7
回
）

6
月
8
日

19
時

一
般 

2
5
0
0
円

高
校
生
以
下 

5
0
0
円

弦
楽
シ
リ
ー
ズ
2
0
2
3

陳列館
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ヴ
ィ
オ
ラ
の
真
髄

6
月
10
日

15
時

3
0
0
0
円

藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ケ
定
期
第
41
回

6
月
17
日

15
時

2
5
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
３

6
月
22
日

11
時

1
5
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
４

6
月
29
日

11
時

1
5
0
0
円

藝
大
第
九 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

v
o
l．7

7
月
2
日

15
時

5
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
５

7
月
6
日

11
時

1
5
0
0
円

ウ
ィ
ン
ド
オ
ケ
定
期
第
95
回

7
月
12
日

19
時

一
般 

2
5
0
0
円

高
校
生
以
下 

5
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
６

7
月
20
日

11
時

1
5
0
0
円

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ケ

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
16

7
月
20
日

19
時

一
般 
2
5
0
0
円

高
校
生
以
下 

5
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
７

7
月
27
日

11
時

1
5
0
0
円

和
楽
の
美　

「
源
氏
物
語
」
夕
顔
・
須
磨
の
巻

7
月
30
日

15
時

S
席 

5
0
0
0
円

A
席 

4
0
0
0
円

ア
カ
ン
サ
ス
音
楽
祭（
室
内
楽
）

8
月
26
日

14
時

料
金
未
定

ア
カ
ン
サ
ス
音
楽
祭（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

8
月
27
日

15
時

料
金
未
定

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
８

8
月
31
日

11
時

1
5
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
９

9
月
7
日

11
時

1
5
0
0
円

ジ
ャ
ズ 

in 

藝
大 

2
0
2
3

9
月
9
日

15
時

5
0
0
0
円

＊
全
て
の
公
演
で
全
席
指
定
、当
日
券
発
売
な
し

＊
展
覧
会
・
演
奏
会
の
名
称
、
会
期
･
日
時
な
ど
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
、
東

京
藝
術
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://w

w
w
.

geidai.ac.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
展
覧
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館

　
☎
0
5
0
―

5
5
4
1
―

8
6
0
0

　
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

＊
演
奏
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
0
―

5
5
2
5
―

2
3
0
0

＊
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い

　
ヴ
ォ
ー
ト
ル
・
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
3
―

5
3
5
5
―

1
2
8
0

　
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

　

https://t.pia.jp/

　
東
京
文
化
会
館
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　
☎
0
3
―

5
6
8
5
―

0
6
5
0

　
イ
ー
プ
ラ
ス

　

https://eplus.jp/

　
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ（
店
頭
販
売
の
み
）

　
☎
0
5
0
―

5
5
2
5
―

2
1
0
2

奏楽堂
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［個人の皆様］
河原茂晴様　30万円
佐橋俊彦様　30万円
田尻比呂子様　5万円
廣田和美様　5万円
米澤武史様　5万円
秋葉弘実様　4万円
片岡操様　3万円
藤本昌志様・祐三子様　3万円
田中秀幸様　2万円
伊藤公一様　1万円
上田武夫様　1万円
北修爾様　1万円
小林秀夫様　1万円
髙梨紀代美様　1万円
德住光則様　1万円
中村篤様　1万円
福田典子様　1万円
村山則子様　1万円
秋山境様　5000円
圓山雄太朗様　4000円

直井小百合様　1000円
青柳美智代様  
青山夏実様  
石橋宗弥様  
井上朋子様  
宇佐美敏男様  
大川聡様  
小出裕美様  
小林裕之様  
坂口悰治朗様  
島野聖章様  
清水晴雄様  
酒々井夏子様  
髙橋和美様  
高橋まどか様  
滝沢健作様  
夏野めぐみ様  
増子佳世様  
門馬浩様  
山縣宏人様

q藝大基金寄附者ご芳名
東京藝術大学基金（藝大基金）へ温かいご支援を賜り、深謝申し上げます。本号では、2022年10月から
2023年1月までに寄附をいただいた皆様のご芳名を掲載させていただきます（掲載をご承諾された方のみ）。

［法人の皆様］
株式会社平成建設様　300万円
シルクロード文庫運営合同会社様　200万円
株式会社DO様　60万円
モッカカンパニ合同会社様

q藝大基金のお願い
「藝大基金」は、東京藝術大学の長期的・安定的な財政基盤として、教育研究活動や社会連携活動の一層
の発展と、我が国における芸術文化の振興などに資することを目的に設立されました。各種プロジェクト
などの実施と、学生へのさらに充実した支援体制を築くため、広く地域社会や企業などの皆様からご寄附
を募っております。藝大基金の趣旨にご理解をいただき、ご支援を賜りますようよろしくお願いします。

fお問い合わせ
社会連携課渉外企画係　☎ 050-5525-2400　藝大基金ウェブサイト https://fund.geidai.ac.jp/

藝大生に緊急の支援を。若手芸術家に活躍の場を。
「若手芸術家支援基金」
東京藝術大学基金へのご寄附は、新型コロナウイルス感染症により、
展覧会や音楽会の中止などで影響を受けている在学生および本学出
身の若手芸術家を支援する「若手芸術家支援基金」の原資となります。
そして「若手芸術家支援基金」では、在学生への修学支援、学生な
どが開催する展覧会・演奏会への助成といった応援プロジェクトを
実施しています。
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